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※平均値（評価度 52.7％、必要度 71.8%）より 10％以上高い値は赤、低い値は青で表記 

  

 現状の評価度 施策の必要度 

S
u

s
ta

in
a

b
ility

 

1.都心内で車の移動がしやすい 26.2 56.9 1.都心内で車の交通量を減らすこと 

2.都心内で自転車の移動がしやすい 28.8 61.3 
2.都心内で自転車が走りやすい環境を整備す
ること 

3.みどりが豊かにある 55.1 73.9 3.都心全体にみどりを充実させること 

4.災害に強いまちだと感じる 23.1 88.2 4.災害に強いまちづくりを進めること 

5.地球環境にやさしいまちだと感じる 24.5 80.2 
5.地球環境にやさしいまちづくりを進めるこ
と 

M
a

n
a

g
e

m
e

n
t 

6.街なかで行われているイベント・催事の
情報がわかりやすく、入手しやすい 

47.2 68.4 
6.街なかで行われているイベント・催事の情
報をわかりやすく発信すること 

7.まちの案内表示がわかりやすい 50.1 74.8 7.まちの案内表示をわかりやすくすること 

8.まちが清潔で美しい 66.8 86.3 8.まちを清潔で美しくすること 

9.札幌らしさを感じる街並みがある 75.1 81.6 
9.札幌らしさを感じる街並みを維持・整備す

ること 

10.建物の更新（建替え）が進んでいる 75.5 52.9 
10.建物の更新（建替え）を進め、まちをリ
ニューアルすること 

29.冬の街並みが美しい 62.9 72.0 29.冬の街並みを美しくすること 

In
n

o
v
a

tio
n

 

11.様々な学習・文化・スポーツなどを楽
しむ機会や場が多い 

45.2 61.5 
11.学習・文化・スポーツなどを楽しむ機会
や場を増やすこと 

12.日常的に芸術文化にふれる機会や場が
多い 

38.6 60.4 
12.日常的に芸術文化にふれる機会や場を増
やすこと 

13.公園や広場など、快適に過ごせる場所
が多い 

65.0 75.6 
13.公園や広場など、快適に過ごせる場所を
増やすこと 

14.気軽に休める場所（ベンチ等）が多い 51.3 73.7 
14.気軽に休める場所（ベンチ等）を増やす

こと 

15.国内外から多くの人が集まり交流が生

まれている 
47.7 50.2 

15.国内外から多くの人を呼び込む場や交流

の機会を増やすこと 

16.新たなビジネスや企業が生まれている 30.4 62.8 
16.新たなビジネスや起業を支える場や機能
を充実させること 

L
iv

a
b

ility
 

17.快適に歩きやすい 70.9 81.3 
17.快適に歩ける屋内外の歩行者空間を充実

すること 

18.バリアフリー化が進んでいる 37.3 82.6 18.街なかのバリアフリー化を進めること 

19.公共交通（地下鉄、電車、バス、タク

シーなど）を利用して都心へ行きやすい 
75.5 79.6 

19.公共交通（地下鉄、電車、バス、タクシ
ーなど）を利用して都心へ行きやすくする
こと 

20.都心内を移動するための公共交通（地
下鉄、電車、バス、タクシーなど）が充実

している 

68.5 77.2 
20.公共交通（地下鉄、電車、バス、タクシ
ーなど）での都心内の移動をしやすくする

こと 

21.働きやすい、働きやすそう 48.9 71.7 
21.都心で働きやすい環境を整えること（保
育・託児施設を充実させることなど） 

22.暮らしやすい、暮らしやすそう 60.1 64.4 22.都心で暮らしやすい環境を整えること 

27.降雪、積雪時でも地上部が歩きやすい 27.2 83.0 
27.降雪、積雪時でも地上部を歩きやすくす
ること 

28.降雪、積雪時でも地下通路が整備され

ていて、移動しやすい 
72.8 80.4 28.地下通路を充実させること 

E
n

e
rg

y, 
E

c
o

n
o

m
y,…

 

23.四季折々のイベントや祭りが多い 71.9 66.1 
23.行ってみたくなるようなイベントを増や
すこと 

24.まち歩きを楽しめる通りや場所が多い

（買い物、飲食、休憩できるなど） 
70.4 75.3 

24.まち歩きを楽しめる通りや場所を増やす

こと 

25.行ってみたくなるような魅力的な店や

場所が集まっている 
57.7 75.2 

25.行ってみたくなるような魅力的な店や場

所を増やすこと 

26.商店街や店舗・企業などの活気やにぎ
わいが感じられる 

49.7 78.1 26.商店街や店舗・企業の活気を高めること 

30.冬・雪を楽しめるイベントが多い 57.4 58.7 30.冬・雪を楽しめるイベントを増やすこと 
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（２）都心の構造に係る検証 

１）骨格構造 

 

①骨格軸 

 

■駅前通／にぎわいの軸 

展開指針：都心のにぎわい・活力を象徴する沿道の機能・空間の再編と、都心強化と連動

する軸双方向の起点からの高質化 

 

取組の骨子 現況の検証 課題 

象 徴的 な軸 空

間の形成 

【空間の適切な誘導に係る素地の形成】 

○第 2 次都心まちづくり計画の作成を受け

た「札幌駅前通地区まちづくりビジョン」

の作成 

○ビジョンの具現化に係る「駅前通北街区

地区計画」の変更、実行指針としての「ま

ちづくりガイドライン」「景観まちづくり

指針」の策定 

○後述する「都心商業エリア」における象徴

的空間 T ゾーンにおける複合型の地区計

画の策定 

●骨格軸に関連するまちづく

りのコーディネーターであ

る２つのまちづくり会社と

の連携による開発の適切な

誘導への支援 

多 様な ネッ ト

ワークの形成 

【重層的ネットワークのハブ空間の創出】 

○沿道開発に伴う地下接続の促進 

【エネルギーネットワークの拡充】 

○沿道開発に併せたエネルギーネットワー

クへの接続物件の拡充 

●沿道の老朽ストックの更新

に併せた地下接続の促進 

●都心エネルギーマスタープ

ラン並びにアクションプラ

ン基づくプロジェクト展開 

軸 双方 向か ら

の資源・資産の

高 質化 によ る

に ぎわ いの 軸

の強化 

【交流拠点の強化】 

○北 5 西１・２地区市街地再開発事業に係

る都市計画決定 

【都心南のゲート空間創出の機運】 

○中島公園における新 MICE 施設整備計画

の策定に伴う、交流拠点強化と都市観光・

交流支援機能の強化 

●COVID-19 を契機とした観

光産業の低迷化に伴う新

MICE 施設整備事業の停滞

への対応 
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■大通/はぐくみの軸 

展開指針：札幌のまちを形成する根幹となる歴史を備える東西軸として、潤いあるみどり

を中心に、札幌の都市文化・新たな価値をはぐくむ空間の創出 

 

取組の骨子 現況の検証 課題 

骨格軸の強化 【軸強化の機運】 

○はぐくみの軸強化方針の策定に

向けた検討の推進 

○都心のみどりづくり方針（仮称）

におけるフラッグシッププロジ

ェクトとしての大通公園再整備

検討の推進 

●公園と沿道空間の一体的かつ

連鎖的な空間形成促進のため

の将来像と施策、官民の連携方

策の明確化 

都心東西市街地の

連携強化 

― ●回遊性を支える空間・機能並び

にみどりの強化のための空間

像・機能像の明確化 

 

■創成川通/つながりの軸 

展開指針：広域からの都心アクセスを支えるとともに、豊かな環境を活かした市民の交

流・つながりの創出 

 

取組の骨子 現況の検証 課題 

広域交通ネットワ

ーク機能の強化 

【都心アクセス強化への機運】 

○都心アクセス強化（ダイレクトア

クセス）に向けた都市計画決定並

びに国土交通省新規事業への採

択 

●地上部（創成川公園）の再整備

に伴う空間形成と、東西市街地

の連続性の強化の具体策の提

案 

創成川以西・以東の

市街地の連続性強

化 

【創成川横断環境の強化検討】 

○札幌駅交流拠点の整備に伴う創

成川上空の移動環境の整備可能

性の検討（北 5 西 1・東 1 街区を

結ぶ空中歩廊） 

●はぐくみの軸、うけつぎの軸、

軸沿道開発機運等との連携に

よる東西市街地の連携強化に

向けた具体的施策の明確化 

狸二条広場の活用

による地域活性化

の促進 

－ ●狸二条広場の活用と連動した

狸小路・二条市場周辺における

活動の活性化による回遊・交流

の誘発 
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■北 3 条通/うけつぎの軸  

展開指針：札幌発展の歴史・文化を活かした街並み、空間の形成とその活用 

 

取組の骨子 現況の検証 課題 

歴史を活かした街

並み形成の促進 

○北 3 条通（創成川以東）における

電線地中化、歩道再整備による景

観の向上 

○旧永山邸並びに三菱鉱業寮の指

定管理を通じた新たな交流資源

創出 

●アカプラ⇔創成川間における

沿道空間の整備に係る機運づ

くり 

北 3 条広場を起点

とする広場空間の

連鎖 

○北 2 西 3、北 3 西 3 街区における

建替え更新を通じた地下空間の

連鎖 

●今後の北 3 条通沿道における

建替え更新を見据えた回遊環

境強化に資する誘導・支援策の

具体化 

 

 

②展開軸 

 

■東 4 丁目線/いとなみの軸 

展開指針：創成東地区の職・住・遊を支える多様な機能の複合化と、創成イースト南北の

回遊性の向上を支える通りの形成 

 

取組の骨子 現況の検証 課題 

都心まちづくりを

支える軸の一つと

しての空間・機能の

強化 

○東 4 丁目線のクランク解消並びに

断面の変更（歩行環境強化）に係

る都市計画決定 

●いとなみの軸を形成する大通

以南の区間に係る方針の明確

化 

まちづくりへの通

りの活用 

○創成東地区まちづくり推進支援

を通じたプレイスメイキングの

展開 

●歩行者利便増進道路制度の適

用等、これまでの地区まちづく

り検討の蓄積を踏まえた官民

連携策、新たな道路活用方策の

具現化 
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③交流拠点 

 

■札幌駅交流拠点 

展開指針：北海道・札幌の国際競争力をけん引し、その活力を展開させる「起点」の形成 

 

取組の骨子 現況の検証 課題 

道都札幌の玄関口

にふさわしい空間

形成と高次都市機

能・交通結節機能の

強化 

○北 5 西 1・2 地区市街地再開発事

業における開発主体の立ち上げ

と都市計画決定等の事業化推進 

●新幹線駅東口に隣接する北 5

東 1 街区における土地利用、地

区施設整備等に係る地権者と

の合意形成 

●新幹線東地区まちづくり勉強

会との連携促進 

 

■大通創世交流拠点 

展開指針：質の高い文化的なライフスタイルを支える機能・空間の形成 

 

取組の骨子 現況の検証 課題 

札幌の都市文化を

発信・体感する拠点

機能の展開 

○北 1 西 1 地区市街地再開発事業

（創世スクエア）の完了に伴う新

たな交流拠点機能の創出 

○都市文化創造拠点まちづくり研

究会の支援を通じたまちづくり

ガイドラインの作成 

○時計台周辺における建替え更新

を視野に入れた勉強会の組成 

●小康状態にある大通東 1 丁目

街区における民間主体の開発

検討の再起動支援 

●庁舎建替え更新、大通西 1 街区

活用の方向性等の明確化 

●大通沿道における民間主導の

まちづくり検討活動の低迷 

交流拠点を核とし

た、人とまちをつな

げるネットワーク

の強化 

― ●はぐくみの軸強化方針検討を

通じた創成川東西市街地並び

に大通公園と南北街区の連携

方策の具体化 

 

 

骨格軸 総評 

 

【骨格構造の形成に係る成果】 

●骨格軸については、象徴性の発揮を重視する駅前通/にぎわいの軸（札幌駅～大通間）

における地下歩行空間の整備を機に、沿道の都心まちづくりのモデル的建替え更新が

推進されたことが大きな成果である。 

●さらに同区間におけるエリアマネジメント主体による今後の適切な更新・開発誘導の

方向性を定める官民が共有するルールが明確化されたことから、これらのモデル的開

発に追従する形でまちづくり計画に定める空間形成と空間活用の促進が見込まれる。 
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●同軸については大通～すすきの区間においても、民間を中心としたガイドライン・地区

計画の策定が行われ、エリア固有の商業地にふさわしい都市機能・空間更新が見込まれ

ることから、にぎわいの軸の空間形成については、概成しつつあるものと考えられる。 

●大通/はぐくみの軸については、現在策定が進められている都心のみどりづくり方針に

於いて都心の象徴的パブリックスペースである大通公園のあり方と、はぐくみの軸強

化方針により、パブリックスペースと呼応・共生する沿道空間のあり方について方向性

を示すこととしている。 

●この取組を機に、今後の沿道地権者による協調型の更新が進むことで都市軸の強化に

資するまちづくりが展開される期待感が高い。 

●創成川通/つながりの軸は、既に実現している主要動線としての交通機能の高次化と都

市公園の整備による空間強化が、今後の都心ダイレクトアクセス整備に伴う拡充が見

込まれる。 

●以上の観点から、骨格軸（４＋１軸）については、その半分を占める上記３軸において、

目指す方向性が概成しつつあることが、都心まちづくりにおける大きな成果となる。 

●残る北３条通、東４丁目線については、前者は都市計画広場の整備、後者については道

路の線形・断面の変更に係る都市計画決定を経ており、今後の地区のまちづくり機運の

高まりに併せて軸形成に係る取組を進める初期段階にあるものと考える。 

●交流拠点については、２拠点それぞれに於いて、前者は北海道新幹線札幌延伸を機に大

規模再開発事業が進められていること、後者については大通側が概成しつつあること

と、前述の都市軸の方向性検討に係る取組が進められていることから、これらのまちづ

くりの方向性に呼応し、今後の都市開発機運の高まりに応じてまちづくりが促進され

るものと思われる。 

【骨格構造の形成に係る課題】 

●骨格軸については、左記のとおり、高幅員の３軸（にぎわい・はぐくみ・つながりの軸）

がそれぞれ都市基盤整備、計画策定等が進められるため、軸の目指す取り組みが概成し

つつあると言える。 

●ただし、つながりの軸については、公共投資に追従する民間開発が不透明であること、

加えて民間開発を誘発・誘導する指針がないことから、この策定が急務となる。 

●同様にうけつぎの軸、いとなみの軸の２軸についても、前者は都市計画広場整備や、創

成川以東の区間における電柱地中化整備等の整備効果が軸全体に波及せず、沿道の更

新が活性化しないことが大きな課題となる。 

●同様に後者（いとなみの軸）についても、創成東地区まちづくりの基軸として定め、人

を中心とした道路整備を推進していく中で沿道との連携可能性が低く、波及効果が現

状では見込まれないため、誘導方策を具体化すべきであると考える。 

●交流拠点については、特に大通・創世交流拠点に於いて、旧創世交流拠点のエリアにお

ける開発促進が停滞しており、都心東西市街地の連携促進、回遊の創出等の観点から

も、ゲートとなる当該エリアにおける開発機運の再活性化が急務となる。 
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２）ターゲット・エリア／空間形成指針 

 

①ターゲット・エリア 

 

■都心強化先導エリア 

展開指針：都心まちづくりの目標を先導的に具現化する都市空間・都市機能の誘導・形成 

取組の骨子 現況の検証 課題 

骨格軸・交流拠点を中

心とした象徴的な都

市空間の形成 

○４つの都市軸における空間形成の

取組の推進（前述の通り） 

○2 つの交流拠点における空間形成

に係る取組の推進（前述の通り） 

●前述の骨格軸並びに交流拠

点に係る課題点の通り 

成熟都市さっぽろの

ショーケースとなる

都市空間の強化 

○駅前通沿道における民間開発を通

じた接続空間形成の増進 

○駅前通周辺におけるコワーキング

スペース、シェアオフィス等の開設

増進 

●民間施設における特定用途

以外のバリアフリー化の促

進のための制度補完 

●建物低層部への誘導用途・

機能に対する導入インセン

ティブの明確化（既存コン

バージョン含む） 

都心強化に資する機

能・空間の高次化（札

幌駅以南、創成川以西

において、居住機能で

はなく業務機能の高

次化を図る） 

○立地適正化計画における都市機能

誘導区域の指定 

〇開発誘導方針における「高機能オフ

ィス整備ボーナス」の設定 

●業務機能の高次化に対する

民間の積極的導入促進を図

るための、インセンティブ

等の見直し（既存コンバー

ジョン含む） 

 

■都心商業エリア 

展開指針：路面の魅力の再生と中心商業地としての歴史・伝統の活用による活性化 

取組の骨子 現況の検証 課題 

ストリートの個性化

と遺産の活用 

○大通 T ゾーンにおけるガイドライン

の作成 

〇開発機運に応じた、ガイドライン実

現化に資する地区計画の策定 

〇南 1 条通における建替え更新を視野

に入れた地区計画策定への検討着手 

〇狸小路商店街におけるウォーカブル

なまちづくりの推進 

― 

移動環境の向上と公

共・共用空間の充実 

○路面電車ループ化に伴う駅前通の公

共交通機能の強化 

― 

まちのデザインとお

もてなしの充実 

〇西 2 丁目地下駐輪場の整備による街

なかの駐輪による移動環境・景観阻

害の改善への期待 

― 
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■すすきのエリア 

展開指針：観光交流・市民生活を充実させる歓楽街づくりと、中島公園をはじめとする周

辺資源との連携 

取組の骨子 現況の検証 課題 

すすきのエリアの

方向性検討 

○MICE 施設を核とした中島公

園駅周辺地区まちづくり基

本構想の作成（R2.3） 

●新型コロナウイルス感染拡大の影

響による事業実施の延期と再起動

の必要性 

安心感と魅力の向

上 

－ ●すすきのエリアにおけるステーク

ホルダーのプラットフォームの不

在により、目指す方向性を自発的に

定めることが難しい状況にある 

●都心の歓楽街における治安維持、安

全性の向上の観点からも、都市空

間・都市活動の両面におけるあり方

を関係者が危機感を持ち、定めてい

くことが必要 

資源活用と周辺と

の連携・連鎖 

－ ●観光交流、MICE の高質化を諮る上

での歓楽街・観光拠点としてのユニ

ークベニューの発掘と回遊を高め

る演出・活用の促進 

 

■創成東地区（創成イースト北・南エリア） 

展開指針：人を中心としたコンパクトシティの実現を支える複合型市街地の形成と、観

光・歴史資源を活かしたエリアマネジメントの展開 

取組の骨子 現況の検証 課題 

北
エ
リ
ア 

連鎖・連携の創

造・波及 

○いとなみの軸を中心とする民

間開発の推進（北 4 東 6、北

6 東２・3 等） 

○公共施設の更新（小学校）並

びに中央体育館跡地活用検討 

●公共事業を皮切りとした連鎖・連

携を誘発するインセンティブとな

る制度等の検討 

南
エ
リ
ア 

資源活用を視

点としたマネ

ジメントの推

進 

○二条市場を中心とする観光交

流の促進に向けた拠点形成に

向けた取組の検討（COVID-

19 の影響を受けて休止） 

〇地元観光事業者（ホテル等）

との連携からエリアツアープ

ログラムを検討・立案 

●エリアマネジメントの素地は顕在

化しつつあるが、その実行力・持続

可能性の観点から盤石な事業基盤

を持ち合わせていないことが資源

の積極的な活用の推進に結びつか

ない状況にある 

●エリアマネジメント基盤の強化と

持続可能性の発揮から事業展開余

力を生み出すことが急務 

ストック活用

の促進 

○地元まちづくり団体によるス

トック活用（通り、神社仏閣

等） 

●ストック活用に係る関係主体の連

携・協働を促進する体制の構築 
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■大通公園西周辺エリア 

展開指針：地区に集積するホール・ホテル等の施設を活かした集客交流機能の向上 

取組の骨子 現況の検証 課題 

交流機能強化 ○札幌文化芸術劇場（hitaru）の開

館に伴う、さっぽろ芸文館の閉

館・解体 

○跡地活用に係るサウンディング

型市場調査の実施 

●ユニークベニューの発掘と位置

づけ、アフターMICE プログラ

ムの立案と運営 

他のターゲット・エ

リアとのネットワ

ーク強化 

― ●回遊を高める街路空間（歩道及

び沿道）の強化 

 

②空間形成指針 

 

■交流空間の創出 

取組の骨子 現況の検証 課題 

都心のにぎわい・活力を体感でき

る豊かな空間を備えるべき場とし

ての「交流空間」の設定、骨格軸の

結節点に対する「拠点的交流空間」

への位置づけ、並びに大通公園等

のみどりの空間や交流拠点の「骨

格的交流空間」としての位置づけ

の設定。 

〇駅前通等、軸周辺開発

に伴う骨格的交流空間

となる滞留・交流機能

の創出 

●交流空間の必要性及び具

体像（導入空間のイメー

ジ・役割・機能）の明確化 

 

■地上・地下の重層的ネットワークの形成 

取組の骨子 現況の検証 課題 

既存の地下空間ネットワーク

を活かし、沿道の建替え更新等

を企図した地上・地下空間の重

層的かつ多様なネットワーク

を強化・拡充 

○駅前通沿道の民間開発を

通じたチカホへの接続増

進（前述の骨格軸に係る記

載の通り） 

○北 1 西 1 地区再開発事業を

通じた西 2 丁目地下通路の

整備 

〇都心の地下歩行ネットワ

ーク拡充手法に関する基

本方針案の作成 

●地下ネットワークの将来

像の明確化 

●ネットワーク拡充のため

の具体的手法並びに整備

促進に資する誘導策の明

確化 
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■界わい性と奥行きのある公共的空間の連鎖 

取組の骨子 現況の検証 課題 

建物貫通路、建物間の路地空

間、中通の充実等を通じた、界

隈性を備え、まち歩きを通じた

新たな都心の魅力発見につな

がる空間の形成促進 

○北 4 西 3 街区五番館西武跡

における暫定利用（コバ

ル）の展開 

○都心の開発誘導方針にお

ける推奨事項としての公

共的空間整備の明確化 

●整備・活用の促進を図る上

での都心まちづくりにお

ける中通りやアイレベル

でのヒューマンスケール

の動線のあり方や具現化

方策の明確化 

 

 

ターゲット・エリア／空間形成指針 総評 

 

【ターゲット・エリアの強化に係る成果】 

●都心強化先導エリアにおいては、駅前通における地権者並びにまちづくり会社の連携

によるルールの策定から、自主管理・運営によるまちづくり展開の素地が形成された。 

●都心商業エリアについてもこれに追従する形で開発機運を活かしたエリアルールの策

定への取組が進みつつある。 

●創成東地区においては、これまでの公的なまちづくり支援の継続から、担い手となる人

材や企業・団体の顔が見えつつあり、さらに進展する開発や東 4 丁目線の整備を機に

具体の活動の加速へと結びつき得る期待感がある。 

●大通公園西周辺エリアについてはさっぽろ芸文館跡地の開発等を起点に土地利用更

新、機能再編が進みつつある。 

●交流空間の創出については、計画に定める「骨格的交流空間」の形成は、駅前通におけ

る一部の開発を通じて具現化しつつある。 

●重層的ネットワークの形成についても、上記の骨格的交流空間の形成と併せて具現化

しつつあり、今後の開発誘導を通じたチカホへの結節点の増進も見込まれる。 

【ターゲット・エリアの強化に係る課題】 

●前述の骨格構造に係る評価の通り、都心まちづくりに資する官民連携の取組は公共投

資とそれに追従する民間開発群、そしてコーディネーターとなるまちづくり会社の活

動が好循環を生み出すという形で推進してきている傾向が強い。 

●今後の開発機運の高まりが複数みられるエリアについては、個の取組ではなく、波及性

のあるまちづくりの動きを生み出す上で、地権者の意志疎通・連携意識の醸成を図るこ

とが必要となり、その仲介機能が必須となり、まちづくり会社に代わるコーディネータ

ー機能が必要となる。 

●また、すすきのエリアや大通公園西周辺エリア等、個別の開発機運の高まりがみられる

ものの、それに追従する動向、ステークホルダーの一体性が生み出せていないエリアに

ついては、まちづくりに対する意識醸成を継続的に進めることが求められる。 
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●骨格的交流空間の形成が軸の交点に隣接する開発に依存する部分が大きいが、昨今の

ウォーカブル推進の動きを捉え、地上部における公共財産の活用による実現可能性も

視野に入れる必要がある。 

●重層的ネットワークの形成については、接続可能な地下空間が限定的であるため、その

効果を促進しづらい状況にある。 

●都心のオモテとウラの二面性創出に資する「界わい空間」の創出については、大規模開

発等に依存しない形での推進が望ましいが現状ではその機運はない。沿道地権者の機

運の高まりやウォーカブルなまちづくりを追い風とした公的支援等を通じて推進する

ことが求められる。 
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（３）都心のまちづくり戦略に係る検証 

１）戦略１ 

 

戦略１ 世界が注目する魅力と活力、ライフスタイルを実現するビジネス・都市観光機

能の強化と成熟型都市環境の実現 

骨子 ◎北海道・札幌を先導する都心のビジネス・都市観光機能の強化 

◎成熟社会における市民生活の高質化と豊かな都市文化を享受できる環境の

充実 

 

■施策 01 国内外からの人・情報・投資を呼び込み活力を創造・象徴する都心のビジネス

環境・機能の強化 

 

推進施策 現況の検証 課題 

①国内外の企業誘致の受け

皿となる高機能オフィス

の整備促進 

②多様な企業の立地・成長産

業の創造を支え、札幌都心

における起業環境の整備 

③国際対応のビジネス・観光

情報（観光案内サイン等）、

都市 PR（企業誘致のため

のシティセールス、外国企

業が安心して立地出来る

国際対応の生活支援施設

整備等、生活情報の提供）

の強化 

④多様な階層、ビジネス・観

光需要を受け入れる宿泊

滞在施設の強化  

⑤多様なビジネスニーズに

応える都心の ICT 環境の

強化 

⑥都心と高速道路間のアク

セス強化 

①開発誘導方針の策定に伴う高

機能オフィス誘導を促進する

開発インセンティブの明確化 

②札幌市によるベンチャー育成・

支援事業の展開。No Maps に

よるスタートアップ支援のプ

ラットフォームの持続的運営 

③― 

④開発誘導方針の策定に伴うハ

イグレードホテル立地を促進

する開発インセンティブの明

確化。 

⑤札幌市 ICT 活用プラットフォ

ームの構築。札幌市オープンデ

ータ推進方針に基づく、DATA-

SMART CITY SAPPORO の開

設とオープンデータの公開。一

般社団法人札幌圏地域データ

活用推進機構（SARD）による

プラットフォーム運営。 

⑥都心アクセス強化（ダイレクト

アクセス）に向けた都市計画決

定並びに国土交通省新規事業

への採択（再掲） 

①北５西１・２地区再開

発、北４西３地区開発等

の今後のオフィス床の

増加を見据えた先行開

発の進展が見込まれる

中での供給過多への懸

念もあり、開発誘導用途

としての適性さを検証

する必要がある 

②スタートアップ支援の

受け皿整備の支援に係

る公的支援事業の確立 

③― 

④観光需要が伸び悩む中

でのハイグレードホテ

ルの誘致の必要性、観光

MICE 戦略の再構築 

⑤― 

⑥地上部（創成川公園）の

再整備に伴う空間形成

と、東西市街地の連続性

の強化（再掲）の具体策

の提案並びに集中交通

の増大に伴う交通処理

計画の明示 
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■施策 02 災害リスクの低い地理的優位性を活かした、エネルギー多重化による BCD の

形成 

推進施策 現況の検証 課題 

①災害に強いビジネス環境

の整備 

②大規模開発や更新の機会

を捉えたコージェネレー

ションの整備による災害

に強い分散電源確保と自

営線整備等による災害時

の電力ネットワークの構

築 

③多くの来街者が訪れる中

心部における災害時マネ

ジメント体制の構築 

①、②都心エネルギーアクション

プランにおける『プロジェクト

３：低炭素で強靭な電力利用』

並びに『プロジェクト４：スマ

ートエリア防災』の明確化 

②北海道ガス本社の移転並びに

「北ガス札幌発電所」の設置に

伴う電熱併給拠点の構築 

③札幌市都心地域帰宅困難者等

対策協議会による「札幌都心地

域帰宅困難者対策ガイドライ

ン」の策定 

①アクションプランに基

づくアウトプットの獲

得 

②小規模電力事業の普及

支援 

③災害時マネジメント体

制の構築 

 

■施策 03 札幌・都心の資源や資産を活かした観光交流の促進や MICE 環境の充実 

推進施策 現況の検証 課題 

①コンパクトな都心の機能

集積と各エリアの多面性

を活かした都心型 MICE の

プログラム構築と、利便性

を活かしたコンベンショ

ン機能の高度化 

②都心南北の結びつき・連携

を支える『にぎわいの軸

（駅前通）』の回遊環境、資

源活用・強化の促進 

③停留場のバリアフリー化

や低床車両の導入等によ

る路面電車の利便性向上 

④観光バスの乗降場や待機

場の確保 

⑤都心と高速道路間のアク

セス強化（再掲） 

①― 

②札幌駅交流拠点並びに中島公

園 MICE 施設整備に係る計画

検討・事業化準備。札幌駅前通

まちづくり会社によるエリア

ビジョンの作成 

③ループ化に伴う一部区間のサ

イドリザベーションの導入と

新型低床車両の導入 

④大通東 2 丁目における観光バ

ス暫定駐車場の設置。観光バス

駐停車対策に係るエリアマネ

ジメント実証実験の実施 

⑤都心アクセス強化（ダイレクト

アクセス）に向けた都市計画決

定並びに国土交通省新規事業

への採択（再掲） 

①都心型の MICEプログラ

ムの構築とユニークベ

ニューの強化・再整備等

による高質化の推進 

②すすきの・中島公園周辺

における観光交流環境

の強化 

③― 

④観光需要の回帰を見越

した観光バス受け入れ

環境の見直し 

⑤地上部（創成川公園）の

再整備に伴う空間形成

と、東西市街地の連続性

の強化の具体策の提案

（再掲） 
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■施策 04 都市開発や企業立地を促進するインセンティブの構築 

推進施策 現況の検証 課題 

①都心強化先導エリアへの

企業立地を促進する開発・

税制面等でのインセンテ

ィブの明確化 

②グリーンビル化を促進す

る都市計画・再開発と連動

した支援・緩和策の構築  

①都心の開発誘導方針の作成によ

る開発インセンティブの明確化 

②都心エネルギーアクションプラ

ンにおける『プロジェクト 6：都

市開発の誘導・調整』における

【（仮称）低炭素で持続可能な都

市開発誘導推進制度】の設置の

明確化 

①企業立地の促進に係

る容積ボーナス以外

の移転インセンティ

ブの明確化 

②グリーンビル化の促

進に係る容積ボーナ

ス以外の開発インセ

ンティブの明確化 

 

■施策 05 都心強化先導エリアにおける札幌駅交流拠点、大通・創世交流拠点の形成 

推進施策 現況の検証 課題 

①駅前広場や北５西１、北５西

２街 区 の一 体 的な 整 備 によ

る、シンボリック空間の創出

や、国際水準の業務・観光・宿

泊・商業等の高次都市機能の

集積 

②札幌駅交流拠点における交通

結節機能の強化 

③国際対応の観光情報・都市Ｐ

Ｒ施設の強化 

④市民交流プラザの整備を進め

る北 1 西 1 街区や時計台やテ

レビ塔、大通公園、創成川公園

といった観光・交流資源との

連携強化により都市文化を育

成、体感できる場の整備 

⑤官民連携による連続的なパブ

リックスペース及び良好な景

観の形成と大通公園と連携し

たパブリックスペースの活用 

⑥創成川東西の市街地をつなぐ

ゲート機能、交流を生み出す

機能の整備 

⑦『はぐくみの軸（大通）』の機

能の拡大による大通の南北の

連続性強化と創成東地区への

空間とにぎわいの波及 

⑧拠点形成に資する市有地の利

活用 

①札幌駅交流拠点北 5 西 1・西 2

地区市街地再開発準備組合に

よる事業化推進。札幌駅周辺エ

リア再整備の基本的な考え方

の策定に伴う交流拠点全体の

都市基盤、高次都市機能誘導の

考え方の整理 

②北 5 西 1、2 地区開発に伴うバ

スターミナル機能の強化、北海

道新幹線札幌駅の整備等、交通

結節点機能の強化推進 

③シティギャラリー、託児機能、

コンシェルジュサービス等、観

光支援機能の導入検討 

④北 1 西 1 地区市街地再開発事

業による市民交流プラザの整

備、文化交流事業の展開。時計

台周辺における建替え更新を

視野に入れた地権者によるま

ちづくり検討の推進 

⑤都市文化創造拠点まちづくり

研究会によるまちづくりガイ

ドラインの作成。はぐくみの軸

強化方針及び都心のみどりづ

くり方針の策定に向けた検討

作業の推進 

⑦はぐくみの軸強化方針及び都

心のみどりづくり方針の策定

に向けた検討作業の推進 

⑥―、⑧― 

①拠点開発の波及効果

を生み出すための周

辺のまちづくり動向

への支援・連携の促進 

②集中交通の増大に対

する対応 

③― 

④「都市文化の育成・体

感」を支える機能、空

間像の明確化 

⑤はぐくみの軸に係る

都市景観のあり方の

明示と、大通公園との

連続性、一体性の高い

パブリックスペース

像の明確化 

⑥「ゲート機能」の明確

化とまちづくり計画

へのフィードバック、

創成川以東における

展開・波及の可能性の

明確化（はぐくみの軸

強化方針等） 

⑦はぐくみの軸の具体

像、官民連携方策の明

確化 

⑧大通西１・2 街区にお

ける活用可能性の明

確化 
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戦略１ 総評 

 

【戦略１に係る評価】 

●ビジネス・都市観光機能の強化に資する拠点形成として北 5 西 1,2 街区開発が北海道

新幹線札幌駅の整備、都心ダイレクトアクセスの整備と連動して進展 

●エネルギーアクションプランの策定に伴い、都心の強靭化の方向性を定めるとともに、

民間の動きにおいても北ガスによる発電所の整備、開発に伴うオンサイトプラントの

増設等の動きが進められている。 

●都心 MICE については中島公園周辺における開発計画と連動した MICE エリアの形成

が構想として明確化 

●都心のビジネス基盤創出のための民間施設整備については開発誘導方針において誘導

機能を明確化 

●交流拠点に係る取組については前述の骨格構造の部分に記載の通り 

【戦略１に係る課題】 

●北 5 西 1,2 地区における開発に触発される都心のオフィス床供給競争による供給過多

の発生への懸念がある。 

●都心 MICE をエリア全体に波及させるためのアクションプランが必要となる。 

●将来的にオフィス床に特化した高度利用を適正規模にコントロールするための開発イ

ンセンティブの検討が必要となる。 

●大通・創世交流拠点における、今後の創成東地区との連携・回遊の波及等を促す上での

創成川と大通の結節点における機能・空間像の具体化が必要となる。 
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２）戦略２ 

 

戦略２ 北海道らしい豊かなみどりや地球にやさしい環境を守り育てる持続可能なま

ちの実現 

骨子 ◎北海道・札幌を象徴する豊かなみどりの空間の創出・拡充 

◎「環境首都さっぽろ」を象徴する都心の低炭素化 

 

■施策 06 北海道・札幌を象徴する豊かなみどりを感じる空間の創出 

推進施策 現況の検証 課題 

①交流拠点の整備を通じた都

心の新たなシンボリックな

みどりの拠点形成 

②官民連携による緑化の推進 

③みどり豊かで魅力ある都心

景観の形成 

①― 

②、③都心のみどりづくり

方針の検討を通じた都心

緑化の方向性、官民の連

携による都市緑化手法等

（ 民 有 地 緑 化 助 成 制 度

等）の検討 

①大通・創世交流拠点における

「はぐくみの軸強化方針」並び

に「都心のみどりづくり方針」

と連動した緑化施策の展開 

②、③民有地緑化の促進による都

心の主要ストリートにおける

緑量増加に資する取組の推進 

 

■施策 07 エネルギーネットワークの構築と、同ネットワークへの接続の推進 

推進施策 現況の検証 課題 

①積雪寒冷地の低炭素化に効果

的な地域熱供給ネットワーク

の構築 

②大規模開発や更新時の機会を

捉えたコージェネレーション

等を導入した自立分散型エネ

ルギー供給拠点の整備 

③エネルギーネットワーク構

築・接続に関する都市計画制

度等と連動した誘導策の整備 

④自然エネルギー等、多様な再

生可能エネルギーの積極活用 

⑤地域全体での最適なエネルギ

ーマネジメントへ向けた体制

構築 

⑥札幌駅交流拠点整備に合わせ

たコージェネレーション導入

やエネルギーネットワークへ

の接続等、防災拠点機能の強

化 

①市街地再開発事業に併せた

オンサイトプラントの誘導

と DHC の展開 

②北 1 西 1 再開発事業を通じた

「創世エネルギーセンター」

の設置 

③都心の開発誘導方針におけ

る容積緩和策としての「低炭

素・省エネルギー化推進」の

取組の位置づけ 

④公有地における水素エネル

ギーステーションの設置検

討、「ZEB_ZEH-M 設計支援

補助金制度」等の支援策の敷

設 

⑤― 

⑥北 5 西 1、2 地区開発におけ

るエネルギープラントの整

備と熱供給ネットワーク強

化策の検討。プラント整備と

併せた 72 時間供給可能なオ

イル備蓄 

①建替え更新を通じた熱

供給ネットワークの受

入建物の増加 

②面開発の展開可能性の

あるエリアにおけるオ

ンサイトの導入検討・誘

導 

③開発誘導方針を通じた

エネルギーネットワー

ク普及実績の蓄積 

④都心において誘導促進

を図るべき再生可能エ

ネルギーの具体の導入

手法並びに民間施設内

における導入促進を図

る上でのインセンティ

ブの明確化 

⑤エネルギーマネジメン

トの実施体制・主体の明

確化 

⑥― 



205 

 

■施策 08 環境負荷を低減した環境にやさしいグリーンビルの普及促進 

推進施策 現況の検証 課題 

①LEED やＣＡＳＢＥＥ認証等

と支援策を組み合わせた更

新時のグリーンビル化の誘

導 

②積雪寒冷地の地場のノウハ

ウを活かしたグリーンビル

化技術の開発 

③グリーンビル化を促進する

都市計画・再開発と連動した

支援・緩和策の敷設（再掲） 

④エネルギーの見える化・モニ

タリング 

①札幌市の LEED for City プ

ラチナ認証の獲得、都心に

おける開発誘導方針にお

けるグリーンビル化方策

の明確化 

②― 

③都心の開発誘導方針にお

ける容積緩和策としての

「低炭素・省エネルギー化

推進」の取組の位置づけ

（再掲） 

④― 

①、②、③グリーンビル化の

先進事例の構築・普及促進

のためのインセンティブ

の明確化 

④― 

 

戦略２ 総評 

 

【戦略２に係る評価】 

●都心の持続可能性の高い環境づくりのための「みどり」という観点からは、都心のみど

りづくり方針の策定により、都心における官民連携によるみどりづくり、拠点的パブリ

ックスペースである大通公園のあり方が定まりつつある。 

●同じく持続可能性の高い環境づくりのための「エネルギー」という観点からは、都心エ

ネルギープラン並びにアクションプランの策定を通じて、具体の方向感を定めるとと

もに、開発誘導方針における推奨手法としての低炭素・省エネルギーの推進に係る取組

を位置付けている。 

●また、総合的なエリアの持続可能性の具現化に向け、LEED 認証の獲得等、都市ブラン

ドとしての環境施策のあり方を明示している。 

【戦略２に係る課題】 

●みどりづくり方針等のマスタープランは定まりつつあるものの、その具現化のための

施策、官民連携による緑化促進の仕組みづくりが必要となる。単に緑化に対するインセ

ンティブとしての容積ボーナスを提示するのみではなく、その効用、企業にとっての導

入メリットを明示することが必要となる。 

●開発機運が高まりつつある中、開発に併せたエネルギーネットワークの構築を自律分

散型で実現する上でのオンサイトプラント拠点の形成、全体のネットワーク化、民間の

グリーンビルディング化を促進するための手法構築が急がれる。 
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３）戦略３ 

 

戦略３ 市民や来街者にとって魅力的なライフスタイル・ワークスタイルを生む都市空

間の形成 

骨子 ◎公共交通を軸とした歩行者優先の交通環境の形成 

◎都心らしいライフスタイル・ワークスタイルの実現 

 

■施策 09 快適に過ごせる人を中心とした回遊環境の整備 

推進施策 現況の検証 課題 

①地下歩行ネットワークの拡

充や民間施設による公共的

な歩行機能の確保等による

積雪寒冷地にふさわしい地

上地下の重層的な回遊ネッ

トワークの形成  

②まちづくりと連携した歩行

者ネットワーク、公共交通、

自転車、駐車場、荷捌き等の

一体的な方向性の検討や社

会実験による検証 

③過度な駐車場整備を誘発し

ないための駐車場の集約化

や既存施設の有効活用 

④自転車のルール・マナーの浸

透と通行空間ネットワーク

の形成や駐輪場整備による

自転車利用の適正化 

①にぎわいの軸における駅前

通沿道開発に伴う地下接続

の促進、地上地下の重層的回

遊ネットワークの強化 

②自転車専用レーンの敷設、駅

前通の歩道形状の改良に伴

う荷捌きスペースの設置 

③市街地再開発事業等を通じ

た駐車場機能の増強 

④大通地区における押し歩き

の啓もう活動の持続的展開。

西２丁目駐輪施設の整備推

進 

①市街地再開発事業等の

面整備、交通結節点機能

の整備等、回遊のハブと

なる拠点形成に併せた

重層的な回遊ネットワ

ークの波及・展開 

②― 

③今後の建替え更新や面

整備等を通じた駐車場

機能の集約化、隔地化

等、合理的な土地利用の

ための緩和施策の実装・

事例の構築 

④― 

 

■施策 10 誰もが都心にアクセスできる利便性の高い交通ネットワークの充実 

推進施策 現況の検証 課題 

①札幌駅交流拠点における交

通結節機能の強化（再掲） 

②歩行者動線の改善やバリア

フリー化等による乗継施設

の機能強化  

③公共交通に関する情報提供

の高度化、分かりやすさの向

上、市民の意識醸成 

④停留場のバリアフリー化や

低床車両の導入等による路

面電車の利便性向上（再掲） 

①北 5 西 1、2 地区開発に伴うバ

スターミナル機能の強化、北海

道新幹線札幌駅の整備等、交通

結節点機能の強化推進（再掲） 

②地下鉄駅改札周辺等における

エレベーターの設置事業の展

開 

③― 

④ループ化に伴う一部区間のサ

イドリザベーションの導入と

新型低床車両の導入（再掲） 

①集中交通の増大に対

する対応 

②― 

③― 

④― 
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■施策 11 誰もが都心の魅力と活力を享受できる生活環境・公共空間の整備 

推進施策 現況の検証 課題 

①都心の豊かで多様なパフリ

ックライフを支えるきめ細

やかなパブリックスペース

の創出 

②創成東地区における都心居

住の展開を支える公共機能・

空間の強化 

①チカホ、西２丁目地下歩行空

間等の回遊環境と接続する

開発を通じたパブリックス

ペースの創出 

②いとなみの軸（東４丁目線）

の道路改良に係る都市計画

決定を機とする歩行環境の

強化。中央小学校の建替え更

新。北６東３地区における開

発を通じた都市公園の整備

に係る地区計画の策定 

①地下空間ネットワーク

等を活かした今後の建

替え更新によるきめ細

やかなパブリックスペ

ースの創出・連鎖 

②公共空間、市有地の有効

活用等、創成東地区まち

づくり事業の持続的な

展開・波及 

 

■施策 12 都心における多様なワークスタイルを支える就業環境の強化 

推進施策 現況の検証 課題 

①リノベーション等、既存

ストックの有効活用の促

進により、個性的かつ魅

力的で多様な都心のビジ

ネス環境を創出 

②ビジネスパーソン支援や

オフィス環境の充実 

①― 

②― 

①都心部におけるリノベーション

促進のための方策検討（容積を

対価とする開発誘導方針とは異

なる支援方策の検討） 

②ビジネス支援機能の明確化、誘

導方策の検討 

 

 

戦略３ 総評 

 

【戦略３に係る評価】 

●元来、地上の歩行空間については広幅員道路となっており回遊の快適性は備わってい

るが、近年のチカホとの接続空間の増強に伴い、重層的回遊ネットワークが強化されつ

つある。 

●エリアマネジメントとの連携による啓もう活動等、人を中心とした空間創出に向けた

ソフト面のアクションについても、大通を皮切りに芽生えつつある。 

●多様な交通モードの結節する都心部において、その利用利便性を高めるための取組が

充実している。 

●開発誘導方針を機に、都心におけるオープンスペースのあり方、必要性が見直されつつ

あり、かつウォーカブルなまちづくりの促進やプレイスメイキングアクションの芽生

え等から、今後の都心まちづくりにおける人を中心としたまちづくりの進展への期待

は高い。 
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【戦略３に係る課題】 

●歩車共存、自転車との共存等、多様な交通モードが存在する中での人を中心とした都心

のあり方については、通過交通の流動抑制、自転車との空間分離等、人の空間を守り、

高める策が必要。 

●建替え更新、高度利用が進む中、既存ストックの再有効利用に向けた取組は顕在化して

いない。 

●エリアに応じて、高度利用が適さないエリアについては、こうしたリノベーションの促

進に資する支援策、啓もう活動等を展開する必要がある。 
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４）戦略４ 

 

戦略４ 札幌の持続的・発展的成長をけん引する都心マネジメントの展開 

骨子 ◎札幌都心の重層的エリアマネジメントの仕組みの構築 

 

■施策 13 都心の魅力と活力を束ね発信するプラットフォームの組成 

推進施策 現況の検証 課題 

①関係主体からなるプラット

フォームの前身となる研究

会や協議会の設置と都心マ

ネジメントの仕組みづくり

に関する協議 

②都心まちづくりのプラット

フォームの運営を担うマネ

ージャーの発掘・起用 

③タスクフォース方式による

まちづくり事業の展開 

①COVID-19 の影響下におけ

る民間の負担金による体制

づくりの保留。課題解決型

PJ を創出する仕組み検討

へのシフト 

②― 

③実証実験の実施等を通じ

た、都心の課題解決型 PJ に

特化した官民連携の仕組み

の立ち上げ 

①、②都心まちづくりにお

けるプラットフォームの

役割・機能の再定義と、そ

れに応じて必要となる運

営体制の検討 

③課題解決型 PJ の持続的展

開、発展のための仕組み

の検討・構築 

 

■施策 14 エリア・場の特性に応じたマネジメントの促進 

推進施策 現況の検証 課題 

①都心のエリアマネジメント

を先行的に展開する大通、駅

前通の二つのまちづくり会

社の取組の促進・支援・連携 

②エリアマネジメント組織が

まちづくりの観点から地域

の開発に事前に関与できる

仕組みの検討 

③創成東地区におけるエリア

マネジメントの仕組みづく

り 

④都心内の公園や広場、中通

り、みどりなど様々な資源を

活用したまちづくり活動を

起点とした持続的マネジメ

ントに向けた支援・連携 

①2 つのまちづくり会社が所

掌するエリア資源を活かし

た活動の推進 

②駅前通、大通エリア内にお

ける建替え更新の促進を視

野に入れたエリア開発ルー

ルの策定と法定計画（地区

計画）への位置づけ、並び

に開発事前協議の仕組みの

構築(駅前通、T ゾーン) 

③地元有志による一般社団法

人さっぽろ下町づくり社の

組成。創成東地区まちづく

り推進支援業務を通じたエ

リア協議会の設立検討。 

④都心プラットフォーム検討

を通じた都心域における公

共空間、公共的空間の有効

活用に向けた社会実験等の

展開 

①各エリアマネジメント団

体の都心まちづくり計画

と連動した事業の明確化

による今後の活動持続性

の把握 

②エリアマネジメント組織

が所掌しないエリアにお

ける開発コントロールの

仕組みの検討 

③地 域 由来 の 活動 団 体 の

「エリアマネジメント主

体」としてのレベルアッ

プ、持続的運営の仕組み

づくり 

④課題解決型 PJ の展開を通

じた公共空間・公共的空

間の持続的かつ柔軟な活

用に向けた仕組みづくり 
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■施策 15 周辺エリアとの連携による北海道・札幌の魅力発信の推進 

推進施策 現況の検証 課題 

①プラットフォームを基軸

としたプロモーション活

動の促進 

①― ①都心まちづくりプラットフォー

ムの位置づけ、役割、事業の整理 

 

戦略４ 総評 

 

【戦略４に係る評価】 

●都心全体のマネジメントの担い手となるプラットフォームはその全体像、具体の事業

が未だ不透明ではあるが、エリア横断的な公共空間における「プレイスメイキング」の

展開に向けたタスクフォースは実装化しつつある。 

●特定エリアにおけるエリアマネジメントの機運は高まりつつあり、特に駅前通、大通に

ついては 2 つのまちづくり会社によるコミットメントの下、エリア主体の地区開発コ

ントロール・誘導に向けた仕組みが構築され、自走可能な開発誘導の仕組みづくりが実

現化している。 

●草の根まちづくり的なプレイスメイキングや、昨今のコロナ禍中での道路活用等の動

きが芽生えつつあり、都市空間の民間主体での活用素地が整いつつある。 

【戦略４に係る課題】 

●エリアにおけるステークホルダーを中心とする開発の適切な誘導、まちづくり支援等

に携わるコーディネーターとなる中立的な第 3 者（まちづくり会社）の存在の有無が、

面的なまちづくりにおいては重要となることが今日までの取組で見えつつある。 

●既存のまちづくり会社等が所掌するエリア内ではこれらの取組が成功例として顕在介

しているが、今後の建替え更新の活性化に際して、上記の組織がカバーしえないエリア

におけるコーディネーターの存在が必須となる。 

●これを民間コンサルタントに委ねるのみでは、都心まちづくりとして包括的にエリア

に応じた役割・必要な機能を実現化するためのマネジメントを進めることが難しく、や

はり、都心を俯瞰的に観測し、都心まちづくり計画の実現化のためのマネジメントを執

り行う仕組みが必要となる。 

●行政による役割に留まらず、官民の意識共有、方向感の共有を図る上でもエリア横断的

にオール都心でのまちづくりを考え、エリアに落とし込むための仕組み＝プラットフ

ォームの存在が必要となる。 
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２ 都心まちづくりの持続的な成長管理のための指標の考え方 

2-1 社会経済情勢や都心の特性を踏まえたまちづくりの視点 

（１）指標の考え方 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

成果指標の 

必要性 

都心まちづくりの
成果と効果を確

認・検証するため
の指標の不在 

・現行の都心まちづくり計画は、戦略に記載する内容の実現施策並び
に展開プログラムで定める事業は位置付けているものの、成果検証
のための指標を明示していない。 

・事業の達成（アウトプット）のみが評価対象となるため、そこから
生まれる効果やまちの状態（アウトカム）が評価の対象として定め
られていない。 

・都心まちづくり計画に基づく取組や事業単体の成果に留まらず、そ
れを起点に生まれる街の変化を効果として確認することが戦略立案
の上では重要。 

・都心の持続的成長の姿を指標として着眼点を明らかにし、必要な情
報の定点観測をすることで、成果と効果と課題の確認が可能。 

都心まちづくり

の指標の考え方 

「到達目標」 
ではなく、 

「観測の視点」 

・到達目標ではなく、成長度合いを測定するた
めの視点として定めることで、不透明な情勢
にあって、成長のスピードが予測できない中
でも、まちづくりの成果・効果が着実なまち
づくりの前進に繋がることを確認できる。 

適切な対応策に
つながる 

課題の発見 

 

・指標のバックデータを備えることで、成長の
度合いを視覚化し、取り組みの成果、強みと
弱みを確認できる。 

・成長の度合いを定量化することで、事業の効
果・成果が発揮できてない要素を発見し、そ
の対応策を見出すことが可能となる。 
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「現況調査」「市民意向調査」「現行計画検証」「トレンド・事例調査」から導かれる都心

の『S；ポテンシャル』『W；課題』『O；好機』『T；脅威』の抽出 

（２）評価ポイントの抽出 

・都心まちづくりの評価指標の抽出に向け、現況調査、市民意向調査、現行計画検証、

トレンド・事例調査等の各種基礎調査の結果から、SWOT 分析のためのキーワードの

抽出を行う。 

・都心の特性・課題を明らかにするために、以下に示すように、「都市基盤」「都市空

間」「都市活動」の３つのレイヤーを設定し、基礎調査において抽出されるキーワー

ドの分類を行うものとする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●都心における街並み、活力を生む都市機能、経

済・市民活動の受け皿となる建築物、公共空間

等のハードウェア 

都市基盤 
●人々の移動・交流を支える道路・公共交通網、

都心の環境形成を支える緑地等の都市インフラ 

都市空間 

都市活動 

●エリアマネジメント、空間資源等の活用を展開す

るまちづくり団体等の人的資源・都心のソフトウ

ェア 
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①現況調査（表中の〇はポテンシャル（強み）、◎は好機、△は課題点（弱み）、▲は脅威 として整理） 

  都市基盤 都市空間 都市活動 

交通 広域交通網 〇JR 在来線、都市間バス等の広域交通ネットワークの結節点である。 
◎北海道新幹線札幌開業、都心アクセス道路の整備を機に広域交通網

の強化が図られる。 

― ― 

道路ネットワーク 〇市内東西南北の市街地と結ぶ主要幹線道路が都心において結節し、
自動車交通網の観点においても、要となるエリアである。 

△一方では、こうした結節性が故に通過交通を許容せざるを得ないた
め、飽和度の高い交差点等が数多く存在する。 

― ― 

歩行空間（地上部） 〇主要幹線沿いをはじめ、3m 以上の広幅員歩道が確保されているた
め、現状でも回遊を支える環境は整っている。 

▲全国的な「ウォーカブルなまちづくり」のトレンドを勘案した場合、
3.5m 以上の有効幅員を確保することが難しく、沿道の無余地性を支
え得る空間的余裕が備わっていない。 

〇都心の目抜き通りに当たる駅前通は沿道機能が商業・飲食・物販機能
等、歩行者への親和性の高い機能が配置されている。 

◎今後の建替え更新や都市計画的誘導に伴い、低層部の透明化、沿道の
回遊との親和性が促進されうる。 

△駅前通を除く 4 軸については、沿道機能が業務系、居住系、駐車場
等が配されている傾向が強く、歩行者との親和性が低いことから、ま
ち歩きの楽しさを提供しえてない。 

▲地区計画等における誘導にあっては、緩和型の建替え更新を採用し
ない場合には、誘導機能が適用させず、地権者にとっての合理性優先
の土地利用が継承され得る。 

◎ウォーカブル推進に係る政策的な追い風に伴い、沿道利用の文
化が生まれる可能性が見込まれる。 

地下ネットワーク 〇チカホを背骨とする地下歩行空間のネットワークが整備されてお
り、重層的な歩行環境が備わっている。 

△地下歩行環境の拡充に資する基盤整備等の大規模投資が見込まれ
ず、今後のネットワークの拡充余地が低い。 

◎開発誘導方針と現状の沿道建物の老朽度、今後の更新ポテンシャル
を踏まえると、地下空間の接続、拡充による重層的歩行環境の強化が
見込まれる。 

△接続可能な地下施設が限定的であり、重層的ネットワークの拡充可
能性が低い。 

― 

公共空間 公園 〇大通公園、創成川公園、中島公園といった拠点的都市公園が存在し、
加えて道庁、植物園等の大規模緑地も存在する。 

△創成川以東においては、元来の土地利用の影響から公園緑地が少な
い。 

◎大通公園の連続化、創成川公園の拡充、北 6 東 2 地区における街区
公園の整備等、都市公園強化の機運がある。 

― ― 

緑化 緑被 〇大規模な公園、緑地等の影響から都心の緑被は高い。 
◎民有地における建替え更新に伴う条例に基づく緑化の進展が見込ま

れ、今後も都心における緑被は増進し得る。 

▲条例に伴う緑化の進展が見込まれる一方で、みどりの将来像、誘導策
が不明確であり、官民の一体的な取組を進める上で、都市景観を形成
するみどりのあり方が必須。 

― 

土地利用 建物用途分布 ― ▲既存ストックの建替え更新が見込まれる中、オフィス床の供給過多、
空室率の増進が想定される。 

▲市民のライフスタイルの変化に即応可能な都心商業のあり方、次代
を見据えた商業地の姿の再構築が必要。 

― 

築年次分布 ― ◎老朽建物が都心中心部に分布する中、これらの建替え更新機運の顕
在化によりまちづくりの加速、再投資による経済効果が見込まれる。 

▲建築資材を含む建築費の高騰に伴い、開発余力のないステークホル
ダーの建て控えの懸念。 

▲大通以南の老朽建築物の密集が見られる中、これらの建替え更新に
際して商業地としての一体性、次代の姿を描き、適切な誘導を図るた
めのステークホルダーと共有するルールが必須。 

― 

高度利用分布 ― △高度利用の促進に伴う都市景観の変化。 ― 

低層部用途 ― ◎更新適齢期の既存ストックの建替えに際しての開発誘導方針とのマ
ッチングから低層部の透明化・通りとの親和性の向上が見込まれる。 

△主要動線上の沿道機能の歩行者との親和性が低い。 
△特に大通沿道については接道部分の駐車場出入口が数多く見られ、

歩行空間の安全・快適性、分断を生み出しうる。 

― 

地価推移・分布 ― ▲地価上昇基調の継続に伴う賃料水準の向上、床価格の高騰等により、
都心への入居層が限定的になり得る。 

― 

経済成長 建物集積動向 ― 〇商業業務・都市観光の中心地としての機能集積の増進が見られる。 
◎今後の建替え更新を背景に、更なる機能強化・高次化が見込まれる。 
▲都心への一極集中の度合いが高まり、他の拠点との機能配分・役割分

担がコンパクト＋ネットワークの実現の上では必須となる。 

― 

観光客入込 〇交通利便性、宿泊施設、文化資産、アミューズメント等、都市観光を
支える機能の集積がある。 

▲新型コロナウイルス蔓延の影響によるインバウンドの消滅、国内観
光者の減少等、札幌の主要産業である観光の弱体化への対応が必要。 

― ― 
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  都市基盤 都市空間 都市活動 

日常行動 都心居住動向 ― 〇創成東地区を核に、都心居住は増加基調にある。 
◎都心居住に対する市民ニーズも増加基調にあり、今後の住宅立地の

進展に伴い、更なる流入の可能性がある。 
△人口構造においては年少及び生産年齢人口前半の流入が停滞し、一

方で生産年齢人口後半並びに老年人口の増加傾向が続いており、高
齢化の増進基調となっている。 

▲地価高騰、建築費の高騰に伴い、販売価格、賃料の増加がみられる中
で、都心においては居住層が高所得者、あるいは登記目的の所有形態
の増加が見込まれ、アフォーダブルではないハイブランドな居住環
境となり得る。 

― 

回遊行動 〇都心域における回遊は地上地下の歩行が大半を占める。 
△公共交通の利用は地下鉄を除いてはすべて低調であり、自家用車に

よる移動の利用比率が高い。 
◎回遊が域内移動の主軸であることからウォーカブルな市街地形成が

より意義を持ち得る。 
▲交通飽和、環境負荷等の観点から現在の自家用車によるショートト

リップを抑制する必要があり、代替手段となる利用利便性の高い交
通機能の導入検討が必要となる。 

△市民の行動範囲が札幌駅周辺並びに札幌駅~大通公園に集中し、南下
するほど利用率が減少していることから回遊行動が限定的である
（他エリアの目的性が低い）。 

▲札幌駅交流拠点の高次化が促進される中で他のエリアとの差別化、
競争力の乖離が広がり、回遊行動の偏重化が促進される可能性が高
い。 

◎コロナ渦中にあり、パブリックスペースにおける活動ニーズ、
都心への来街ニーズが高まりを見せていることを踏まえ、吸引
力のある都市活動の展開が見込まれる。 

消費行動 ― △市民の行動範囲が札幌駅周辺並びに札幌駅~大通公園に集中し、南下
するほど利用率が減少していることから消費活動が限定的である
（他エリアの目的性が低い）。 

▲札幌駅交流拠点の高次化が促進される中で他のエリアとの差別化、
競争力の乖離が広がり、消費活動の偏重化が促進される可能性が高
い。 

〇飲食・物販・芸術鑑賞等の機能利用が大半を占める。 
△ライフスタイル支援（文化活動、学習、健康等）のための機能

の利用実態が低い。 
▲都心における活動の多様性、選択性が損なわれ、消費活動が大
半を占めることで、現状の機能分布から活動の場の偏重化がさら
に進むことが想定される。 

市民ニーズ・満足度 〇都心の美観に対する市民評価並びに今後の期待感は高い 
△レジリエンシーに対する評価は低く、その強化へのニーズが高い。 
△バリアフリー化への評価は低く、その充足へのニーズが高い。 
△積雪寒冷地におけるウォーカビリティへの評価が低く、その向上へ

のニーズが高い。 

〇都心の機能更新が促進されている現状に対する評価が高い。（一方で
は今後の期待感・必要性は低い） 

△都心における芸術文化活動の充実に対する評価は低く、その向
上に対するニーズが高い。 

市民活動 まちづくり活動 ― ― 〇活動の担い手の中心的存在となるまちづくり会社の存在。 
〇都心に拠点並びに活動フィールドを有する NPO やボランティ

ア等の担い手が多く存在する。 

イノベーション資源 ― 〇都心におけるイノベーション誘発のポテンシャルが高い交流の場で
あるコワーキングオフィス、シェアオフィスの賦存量は確認できる。 

 

◎都心プラットフォームが中核となり、まちづくり活動の担い手
のコラボレーションの促進をプロデュースすることで都心に
関わるまちづくり主体の増進が加速し得る。 

活動資源 ― 〇公開空地等の民有オープンスペースは都心における地区計画策定動
向とともに増進している。 

◎都心における公共空間の活用を支えるステージとなる都市公園並び
に公開空地等の民有施設は今後の開発等を通じて増加し得る。 

▲積雪寒冷地における弱みとなる冬季間の活動を支える公共空間が備
わっていないため、活動期間が限定的となり、活動主体の収益性並び
に事業継続性への不安へとつながる。 
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②現行計画の検証（表中の〇はポテンシャル（強み）、◎は好機、△は課題点（弱み）、▲は脅威 として整理） 

  都市基盤 都市空間 都市活動 

現
行
計
画
の
評
価 

市街地構造 骨格軸 〇骨格軸については、象徴性の発揮を重視する駅前通/にぎわいの軸（札幌駅～大通間）
における地下歩行空間の整備を機に、沿道の都心まちづくりのモデル的建替え更新
が推進。 

〇大通～すすきの区間においても、民間を中心としたガイドライン・地区計画の策定が
行われ、エリア固有の商業地にふさわしい都市機能・空間更新が見込まれることか
ら、にぎわいの軸の空間形成については、概成しつつある。 

◎大通/はぐくみの軸については、現在策定が進められている都心のみどりづくり方針、
はぐくみの軸強化方針策定を機に、今後の沿道地権者による協調型の更新が進むこ
とで都市軸の強化に資するまちづくりが展開される期待感が高い。 

◎創成川通/つながりの軸は、主要動線としての交通機能の高次化と都市公園の整備に
よる空間強化が、今後の都心ダイレクトアクセス整備に伴う拡充が見込まれる。 

◎官民が共有するルールの明確化されたことから、これらのモデル的
開発に追従する形でまちづくり計画に定める空間形成と空間活用の
促進が見込まれる。 

△つながりの軸については、公共投資に追従する民間開発が不透明で
あること、加えて民間開発を誘発・誘導する指針がないことから、こ
の策定が急務となる。 

△うけつぎの軸、いとなみの軸の２軸についても、前者は都市計画広
場整備や、創成川以東の区間における電柱地中化整備等の整備効果
が軸全体に波及せず、沿道の更新が活性化しないことが大きな課題
となる。 

 

― 

交流拠点 ◎交流拠点については、２拠点それぞれに於いて、前者は北海道新幹線札幌延伸を機に
大規模再開発事業が進められていること、後者については大通側が概成しつつある
ことと、前述の都市軸の方向性検討に係る取組が進められていることから、これらの
まちづくりの方向性に呼応し、今後の都市開発機運の高まりに応じて、交流拠点のま
ちづくりが促進される 

△交流拠点については、特に大通・創世交流拠点に於いて、旧創世交流
拠点のエリアにおける開発促進が停滞しており、都心東西市街地の
連携促進、回遊の創出等の観点からも、ゲートとなる当該エリアにお
ける開発機運の再活性化が急務となる。 

― 

ターゲット・
エリア 

― ◎交流空間の創出については、計画に定める「骨格的交流空間」の形成

は、駅前通における一部の開発を通じて具現化しつつある。 
◎重層的ネットワークの形成は、骨格的交流空間の形成と併せて具現

化しつつあり、今後の開発誘導を通じたチカホへの結節点の増進も
見込まれる。 

△前述の骨格構造に係る評価の通り、都心まちづくりに資する官民連
携の取組は公共投資とそれに追従する民間開発群、そしてコーディ
ネーターとなるまちづくり会社の活動が好循環を生み出すという形
で推進してきている傾向が強い。 

▲今後の開発機運の高まりが複数みられるエリアについては、個の取
組ではなく、波及性のあるまちづくりの動きを生み出す上で、地権者
の意志疎通・連携意識の醸成を図ることが必要となり、その仲介機能
が必須となり、まちづくり会社に代わるコーディネーター機能が必
要となる。 

△また、すすきのエリアや大通公園西周辺エリア等、個別の開発機運
の高まりがみられるものの、それに追従する動向、ステークホルダー
の一体性が生み出せていないエリアについては、まちづくりに対す
る意識醸成を継続的に進めることが求められる。 

◎骨格的交流空間の形成が軸の交点に隣接する開発に依存する部分が
大きいが、昨今のウォーカブル推進の動きを捉え、地上部における公
共財産の活用による実現可能性も視野に入れる必要がある。 

△重層的ネットワークの形成については、接続可能な地下空間が限定
的であるため、孫効果を促進しづらい状況にある。 

◎都心のオモテとウラの二面性創出に資する「界わい空間」の創出に
ついては、大規模開発等に依存しない形での推進が望ましいが現状
ではその機運はない。沿道地権者の機運の高まりやウォーカブルな
まちづくりを追い風とした公的支援等を通じて推進することが求め
られる。 

◎大通公園西周辺エリアについてはさっぽろ芸文館跡地の開発等を起

点に土地利用更新、機能再編が進みつつある。 

〇都心強化先導エリアにおいては、駅前通における地権者並びに

まちづくり会社の連携によるルールの策定から、自主管理・運

営によるまちづくり展開の素地が形成された。 

〇都心商業エリアについてもこれに追従する形で開発機運を活

かしたエリアルールの策定への取組が進みつつある。 

◎創成東地区においては、これまでの公的なまちづくり支援の継

続から、担い手となる人材や企業・団体の顔が見えつつあり、

さらに進展する開発や東 4 丁目線の整備を機に具体の活動の加

速へと結びつき得る期待感がある。 
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  都市基盤 都市空間 都市活動 

 都心まちづく
りの戦略 

戦略１ 〇エネルギーアクションプランの策定に伴い、都心の強靭化の方向
性を定めるとともに、民間の動きにおいても北ガスによる発電所
の整備、開発に伴うオンサイトプラントの増設等の動きが進展し
ている。 

〇ビジネス・都市観光機能の強化に資する拠点形成として
北 5 西 1、2 街区開発が北海道新幹線札幌駅の整備、都
心ダイレクトアクセスの整備と連動して進展している。 

〇都心 MICE については中島公園周辺における開発計画
と連動した MICE エリアの形成が構想として明確化し
ている。 

〇都心のビジネス基盤創出のための民間施設整備につい

ては開発誘導方針において誘導機能を明確化している。 

▲北 5 西 1、2 地区における開発に触発される都心のオフ

ィス床供給競争による供給過多の発生への懸念がある。 

△将来的なオフィス床に特化した高度利用を適正規模に

コントロールするための開発インセンティブの検討が

必要となる。 
△大通・創世交流拠点における、今後の創成東地区との連

携・回遊の波及等を促す上での創成川と大通の結節点に
おける機能・空間像の具体化が必要となる。 

△都心 MICE をエリア全体に波及させるためのアクションプランが必要となる。 

戦略２ 〇都心の持続可能性の高い環境づくりのための「みどり」という観

点からは、都心のみどりづくり方針の策定により、都心における

官民連携によるみどりづくり、拠点的パブリックスペースである

大通公園のあり方が定まりつつある。 

〇同じく持続可能性の高い環境づくりのための「エネルギー」とい

う観点からは、都心エネルギープラン並びにアクションプランの

策定を通じて、具体の方向感を定めるとともに、開発誘導方針に

おける推奨手法としての低炭素・省エネルギーの推進に係る取組

を位置付けている。 

◎また、総合的なエリアの持続可能性の具現化に向け、LEED 認証の

獲得等、都市ブランドとしての環境施策のあり方を明示している。 

△みどりづくり方針等のマスタープランは定まりつつあ
るものの、その具現化のための施策、官民連携による緑
化促進の仕組みづくりが必要となる。単に緑化に対する
インセンティブとしての容積ボーナスを提示するのみ
ではなく、その効用、企業にとっての導入メリットを明
示することが必要となる。 

▲開発機運が高まりつつある中、開発に併せたエネルギー
ネットワークの構築を自律分散型で実現する上でのオ
ンサイトプラント拠点の形成、全体のネットワーク化、
民間のグリーンビルディング化を促進するための手法
構築が急がれる。 

 

戦略３ ◎元来、地上の歩行空間については広幅員道路が備わっているため、
回遊の快適性は備わっているが、近年のチカホとの接続空間の増
強に伴い、重層的回遊ネットワークが強化されつつある。 

〇多様な交通モードの結節する都心部において、その利用利便性を
高めるための取組が充実している。 

◎開発誘導方針を機に、都心におけるオープンスペースのあり方、
必要性が見直されつつあり、かつウォーカブルなまちづくりの促
進やプレイスメイキングアクションの芽生え等から、今後の都心
まちづくりにおける人を中心としたまちづくりの進展への期待は
高い。 

△歩車共存、自転車との共存等、多様な交通モードが存在する中で
の人を中心とした都心のあり方については、通過交通の流動抑制、
自転車との空間分離等、人の空間を守り、高める策が必要。 

△建替え更新、高度利用が進む中、既存ストックの再有効
利用に向けた取組は顕在化していない。 

△エリアに応じて、高度利用が適さないエリアについて
は、こうしたリノベーションの促進に資する支援策、啓
もう活動等を展開する必要がある。 

◎エリアマネジメントとの連携による啓もう活動等、人を中心とした空間創出に向けたソフト面のア
クションについても、大通を皮切りに芽生えつつある。 

戦略４ ― ― 〇都心全体のマネジメントの担い手となるプラットフォームはその全体像、具体の事業が未だ不透明
ではあるが、エリア横断的な公共空間における「プレイスメイキング」の展開に向けたタスクフォ
ースは実装化しつつある。 

〇特定エリアにおけるエリアマネジメントの機運は高まりつつあり、特に駅前通、大通については二
つのまちづくり会社によるコミットメントの下、エリア主体の地区開発コントロール・誘導に向け
た仕組みが構築され、自走可能な開発誘導の仕組みづくりが実現化している。 

〇草の根まちづくり的なプレイスメイキングや、昨今のコロナ禍中での道路活用等の動きが芽生えつ
つあり、都市空間の民間主体での活用素地が整いつつある。 

△エリアにおけるステークホルダーを中心とする開発の適切な誘導、まちづくり支援等に携わるコー

ディネーターとなる中立的な第 3 者（まちづくり会社）の存在の有無が、面的なまちづくりにおい

ては重要となることが今日までの取組で見えつつある。 

△既存のまちづくり会社等が所掌するエリア内ではこれらの取組が成功例として顕在介しているが、

今後の建替え更新の活性化に際して、上記の組織がカバーしえないエリアにおけるコーディネータ

ーの存在が必須となる。 

△これを民間コンサルタントに委ねるのみでは、都心まちづくりとして包括的にエリアに応じた役割・

必要な機能を実現化するためのマネジメントを進めることが難しく、やはり、都心を俯瞰的に観測

し、都心まちづくり計画の実現化のためのマネジメントを執り行う仕組みが必要となる。 

△行政による役割に留まらず、官民の意識共有、方向感の共有を図る上でもエリア横断的にオール都
心でのまちづくりを考え、エリアに落とし込むための仕組み＝プラットフォームの存在が必要。 
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③市民意向（表中の〇はポテンシャル（強み）、◎は好機、△は課題点（弱み）、▲は脅威 として整理） 

  都市基盤 都市空間 都市活動 

都 心 の 利 用
実態 

利用頻度 ― ― △余暇を過ごす場としての都心の利用頻度は月 1～2 回と比較的
低く、経年で見た場合で利用頻度が減少傾向にある。 

〇通勤・通学後の時間消費の場としての利用頻度は、経年で見る
と増加傾向にあり、特に 20～30 歳代の利用層が確認される。 

アクセス手段 〇都心域へのアクセス手段では地下鉄利用、または公共交通機関の乗
り継ぎのみでのアクセスが顕著である。 

△一方では自家用車でのアクセスも地下鉄と同じくらい高い。 
〇経年比較では、徒歩または自転車と比較的近距離移動の手段による

アクセスが季節を問わず顕著に増加している。 
〇域内での移動手段としては徒歩（地上・地下）が顕著で、次いで地下

鉄の利用が目立つ。 
△ポロクル、ベロタクシー等の移動手段については利用がほとんどな

い。 

― ― 

利用目的 ― 〇余暇、通勤通学後に依らず、利用目的の中では物販、飲食、観劇の利
用が目立ち、消費行動については 20～30 歳代が顕著である。 

〇また無目的での回遊の利用層も一定数見られ、特に年齢層による差
は見られない。 

△学び、健康、芸術鑑賞等の利用は低い。 

 

消費地としての位置づけ  〇時間消費、経済的消費活動の場としての都心の消費対象は観劇に係
るものが最も顕著である。 

〇日用品については都心を消費地とする層はほぼ見られず、その他、服
飾、電化製品、趣味、飲食等に係る消費も都心に優位性は見られな
い。 

 

時間消費エリア 〇余暇、通勤通学後の時間消費の場として、札幌駅周辺並びに札幌駅か
ら大通公園までの区間での活動が選ばれている。 

△大通～すすきの駅の商業地においては、札幌駅周辺のほぼ半分の割
合で消費地として選ばれ、札幌駅周辺開発以降、大きな変化はない。 

  

都 心 ま ち づ
くりの評価 

現在の都心の評価 〇都心の Sustainability に係る評価では「みどりが豊か」であることへ
の評価が高く、50％強の回答率を占める。 

△Sustainability 分野では「災害に強い街」「環境にやさしいまち」への
評価が低く、25％弱の回答率となっている。 

〇Management 分野に係る評価は「SMILEｓ」の 5 分野の中では最も
高く、中でも基盤分野に関わるところでは「札幌らしい街並み」が
75％強、「まちが清潔で美しい」が 66％、「冬の街並みが美しい」こ
とが 63％弱の回答率を占め、都市景観に係る評価が高い。 

〇Livability 分野では「快適で歩きやすい」ことへの評価が 70％強でウ
ォーカビリティに対する評価は高い。 

△同じく Livability 分野では「冬季間の地上部移動利便性」については
評価が低く、25％強となっている。 

〇対して、Livability 分野における「地価の移動環境」に対する評価が
高く 70％強を占める。 

〇同じく Livability 分野で「公共交通を利用して都心に行きやすい」「都
心内を移動するための公共交通が充実している」等、都心内外の移動
利便性、アクセス性への評価が 70％前後を占める。 

〇Management に係る評価は「SMILEｓ」の 5 分野の中では最も高く、
中でも空間分野に関わるところでは「建替え更新が進んでいる」が
75％強の回答率を占める。 

〇Management 分野では「まちの案内表示が分かりやすい」ことへの
評価が 50％強を占める。 

〇Innovation に係る分野では「公園、広場など快適に過ごせる場所が
多い」ことが 65％、「気軽に休める場所（ベンチ等）が多い」ことが
50％を占め、パブリックスペース等滞留交流機能への評価が高い。 

〇Es（Energy、Economy）分野において「まち歩きを楽しめる通り・
場所が多い」「魅力的な場所・店舗の集積」への評価が高い。 

△Innovation 分野では「芸術文化に接する機会」「新たなビジネス
の創造」に係る分野への評価が低く、30％強の評価となってい
る。 

〇Livability 分野における「暮らしやすい」ことへの評価が 60％
と高い。 

〇Es（Energy、Economy）分野では、都市活動に関連し、「イベ
ントの多さ」「冬季間のイベントの多さ」への評価が高い。 

△Es（Energy、Economy）分野では「商店街や店舗、企業等の活
気を感じる」評価が 50％と中間値を示している。 

今後の施策の必要性 ▲Sustainability 分野における「災害への靭性獲得」、「地球環境への負
荷軽減」への必要性が高く 80％強を占める。 

▲Sustainability 分野では、次いで「みどりの充実」に対するニーズも
高く、75％弱を占める。 

▲Sustainability 分野のモビリティについても「都心内の交通量抑制」
「自転車通行のしやすさ」へのニーズが 60％前後を示す。 

▲Management 分野では、現状評価が高い「都市美化」「札幌らしい街
並みの維持」「冬の街並み」へのニーズが高くいずれも 7～80％のポ
イントを示している。 

▲Livability 分野における「屋内外の歩行空間の快適性」「バリアフリ
ー」「降雪時の歩きやすさ」「地下ネットワークの充実」へのニーズは
高く、80％強を占める。 

▲Livability 分野における「都心内外の公共交通」の利便性向上に対す
るニーズは高く、共に 75％強を占める。 

▲Innovation 分野では「公園や広場」「気軽に休める場所」へのニーズ
が高く 75％前後のポイントを示す。 

▲Es（Energy、Economy）分野における「まち歩きを楽しめる通り」
「魅力的な店舗や場」へのニーズは高く、共に 75％強を占める。 

▲Management 分野における「情報発信」に係るニーズが高く
70％弱のポイントを示す。 

▲Innovation 分野では「芸術文化、スポーツ」に接する機会等、
活動の多様性へのニーズが高く、60％強のポイントを示す。 

▲Innovation 分野では「ビジネス・起業支援」等新たな都市活力
の創造へのニーズも高く、60％強のポイントを示す。 

▲Livability 分野における「職・住の快適さ、利便性」へのニーズ
は高く 60～70％強を占める。 

▲Es（Energy、Economy）分野における「イベント」「冬季のイ
ベント」へのニーズは 5～60％を占める。同分野における他の
項目と比較すると比較的低調なニーズを示している。 

▲Es（Energy、Economy）分野における商店街、店舗、企業の活
気の向上へのニーズは同分野において最も高く 80％弱を占め
る。 
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④まちづくりのトレンド（表中の〇はポテンシャル（強み）、◎は好機、△は課題点（弱み）、▲は脅威 として整理） 

  都市基盤 都市空間 都市活動 

社 会 経 済 情
勢の変化 

人口構造の変
化 

― ▲札幌の経済・社会活動を支える生産年齢人口の維持が重要となり、経
済活動の中心地たる札幌都心に於いてその受け皿となる活動環境を
向上させることが重要となる。 

△社会動態によって支えられてきた札幌市の人口増加の構造が
今後、少子高齢化の進展に伴い、自然減が社会増を上回ること
が予想されている。 

経済成長の停
滞 

― ― ▲商業・業務集積地である都心に於いては、労働生産性の向上を
支える環境確保の向けた支援を展開する必要がある。 

働き手の多様
化 

― ― △生産年齢人口に属する女性の労働力率が低い M 字カーブを描
いていることが特徴とされている。 

ライフスタイ
ル・志向の変化 

― ― △消費行動に係る価値の変化、「シェア文化」の普及等、生活を取
り巻く価値観の変化が進展している。 

働き方の変化 ― ― ▲都心におけるワークライフバランスの提案・普及促進し、労働
生産性の向上と市民の日常の充実の両輪での札幌に暮らし、働
く生きがいを高質化していくことが重要となる。 

まちづくりの
担い手 

― ― 〇全国的なエリアマネジメント機運の高まりの中、札幌都心にお
いては、札幌駅前通、大通の二つのまちづくり会社を有し、特
定エリアにおけるまちづくり活動を展開している。 

△都心全域におけるストックマネジメント、エリアプロデュース
の担い手が不在であることが課題である。 

△第 2 次都心まちづくり計画においてはその観点から「都心まち
づくりプラットフォーム」設置の重要性を位置付けたが現時点
では実現化に至っていない。 

危 機 に よ る
変化・課題と
その対応 

社会存続基盤
の維持困難化 

〇北海道新幹線及び在来線等の鉄路に加え、周辺都市との結びつきを高める広域道路ネット
ワーク網を活かした都市間交通網の充実が図られているため、選択性、アクセス性の高い
市街地である。 

〇都心域及び隣接市街地等へと誘導する二次交通網となる地下鉄網、バス交通網、路面電車
が敷設されていることから二次的な公共交通網にも恵まれている。 

△都心域内における新公共交通サービス導入による回遊性と域内の連絡性を高めることが
今後の課題となる。 

△観光資源の最大活用を視野に入れた場合、より目的性の高い都市観光コンテンツの構築、
例えば都心における MICE 戦略の具体的推進策の具現化等から資源の再活性化を図ること
が必要となる。 

〇中心核となる都心部においては、集積する高次都市機能の立地に恵まれた優位性を活か
し、来街者の多様なニーズに応えるポテンシャルは高い。 

◎地下空間のネットワークを有することから、重層的な歩行者の回遊を支える都市基盤が備
わっており、これらの拡充・強化により、域内における回遊・交流の多様化を展開し得る。 

◎ウォーカブル推進都市にエントリーしている札幌市において、街な
かでの滞留・交流を促進する「居心地の良い歩きたくなるまちづく
り」への関心が高まりつつある。 

◎開発誘導方針をはじめとする諸制度や地区におけるまちづくり動向
においてグランドレベルの再編集とパブリックスペースや道路空間
の活用によるウォーカブルな空間づくりに向けた意識と具体のアク
ションが芽生えつつある。 

◎コロナ禍を背景とした屋外空間におけるパブリックライフへの関心
の高まり、街なかの居場所へのニーズの高まりが見えつつあり公共
空間の活用機運が高まりつつある。 

◎ウォーカブルなまちづくりに向けた取組が進む中、積雪寒冷地にお
ける取組の事例はなく、札幌都心における現在の機運を活かしなが
ら、今後の積雪寒冷市におけるウォーカブルシティのプロトタイプ
となる先行的な取組の推進が期待できる。 

△札幌市観光統計データによると、2021 年度の来訪者数は 352
万人。前年度比で 17％ほどの回復が見られるものの、コロナ禍
以前との比較では 63.7％減となっている。 

△外国人宿泊者数は約 7,000 人。前年度比で 22％ほどの回復が見
られるものの、コロナ禍以前との比較では 99.4％減と甚大な被
害を被っている。 

△コロナ禍の影響にあって飲食・物販等、小売・サービス業の事
業持続性、従事者の雇用等に係る不安・危機感は依然継続して
いる。 

災害リスクの
増大・老朽イン
フラの増加 

△商業・業務に加え、都市観光の中心地でもある都心部においては、来街者の安全確保、危
険回避を果たすことが重要である。 

△胆振東部震災時においては、ブラックアウトの影響から事業継続が困難な宿泊施設での滞
在が不可能となった観光客等の来街者が居場所を失う事態が発生した。このような状況下
にあっても都心に於いて来街者の居場所を備えることはより信頼の高いまちを生み出す
上では重要。 

― ― 

多様性を支え
る社会への変
革の遅れ 

― ◎国交省が支援するテレワーク拠点整備の動向等も勘案し、札幌都心
の多目的・機能集積による利便性等を活かしたテレワークの場とし
ての都心の新たな側面を生み出すことも想定される。 

△現状の札幌市における就業構造上の課題である女性の社会参
加並びに高齢化社会における高齢者のための就業環境の整備
は官民連携から進めるべき重要な課題。 

△様々なオンラインサービスの普及・高次化に伴い、人々、特に
若者の消費価値も所有から利用へとシフトしつつある。 

▲商業集積地としての都心におけるサービス業等の持続可能性、
商業地としての都心の社会潮流に即した次代のあり方へと見
直し、変容することが求められる時期に来ている。 

DX の立ち遅れ ◎ポロクルやベロタクシー等のヒューマンスケールでの移動手段が定着しつつある中、こう
した移動手段を活用した都心ツーリズムは前述のウォーカブルなまちづくりとの親和性
が高い。 

◎これらの交通システムの運用に際しての DX の展開を支える技術を積雪地において構築す
ることは、札幌の技術産業、IT 産業等への追い風となる取組であり、都市間競争における
優位性の発揮にもつながり得る。 

▲商業・業務集積地である都心における「働く場」としての機能・役割
にも変化が生じる可能性がある。 

▲都心に求められる機能、役割を再定義する中でそれらを支える技術・
サービスのあり方と具現化を官民のスキル・ノウハウを共有し、展開
していくことが求められる。 

― 

地球温暖化の
進行 

◎エネルギーマスタープランの策定を機に、都心における環境まちづくりの基本的方向性が
示されている中、国策との連携による一層の低炭素型まちづくりの進展が期待される。 

◎都市緑化推進に向けた機運が高まりつつあることも勘案し、都心におけるグリーンインフ
ラの構築に向けた取組を進める好機にある。 

△経済・市民活動の中心地である都心部は、民生業務部門のエネルギー
消費量、CO2 排出量が突出して大きいエリアである。 

▲温暖化対策としてのエネルギー消費の削減と CO2 排出抑制は急務と
なる。 

― 



219 

 

2-2 指標抽出のための SWOT 分析の考え方とプロセス 

・前節に於いて行った各基礎調査を踏まえた都心まちづくりの評価に対し、今後の評価指

標を仮説する上で、以下の整理を行う。 

 

①現況調査及び市民意向調査、現行計画の検証、トレンド調査に対して、都市基盤・都

市空間・都市活動の 3 つのレイヤーから整理した各評価内容を、3 つのレイヤーを主

軸に集約。 

 

②「都市基盤・都市空間・都市活動」のそれぞれのレイヤーにおける「S（強み）」「W

（弱み）」「O（好機）」「T（脅威）」の 4 つの評価要素をグルーピングし、各レイヤー

の特性と今後への備えの視点を抽出。 

 

③それぞれの視点を都心まちづくりの評価指標（案）として、定点観測する上でのバッ

クデータとなる情報を明確化。 
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（１）レイヤー別 SWOT 整理 

１）都市基盤 

 

①Strength 強み・ポテンシャル 

 

ポイント 各評価・検証において導かれた視点 指標キーワード 

広 域 交 通 ネ

ッ ト ワ ー ク

の 結 節 性 の

高さ 

〇北海道新幹線及び在来線等の鉄路に加え、周辺都市との

結びつきを高める広域道路ネットワーク網を活かした都

市間交通網の充実が図られているため、選択性、アクセス

性の高い市街地である。 

〇JR 在来線、都市間バス等の広域交通ネットワークの結節

点である。 

広域交通を中心とした
結節性、連絡性の向上
の可能性 

に ぎ わ い の

軸 に お け る

自 律 型 の ま

ち づ く り の

推進 

〇骨格軸については、象徴性の発揮を重視する駅前通/にぎ

わいの軸（札幌駅～大通間）における地下歩行空間の整備

を機に、沿道の都心まちづくりのモデル的建替え更新が

推進。 

〇大通以南においても、民間を中心としたガイドライン・地

区計画の策定が行われ、エリア固有の商業地にふさわし

い都市機能・空間更新が見込まれることから、にぎわいの

軸の空間形成については、概成しつつある。 

目抜き通りとしての駅
前通の持続的成長と南
側への効果波及の可能
性 

札 幌 駅 交 流

拠 点 の 吸 引

力 

〇余暇、通勤通学後の時間消費の場として、札幌駅周辺並び

に札幌駅から大通公園までの区間での活動が選ばれてい

る。 

札幌の玄関口としての
札幌駅交流拠点の吸引
力の発揮の可能性 

低 炭 素 型 ま

ち づ く り に

資 す る ア ク

ション 

〇持続可能性の高い環境づくりのための「エネルギー」とい

う観点からは、都心エネルギーマスタープラン並びにア

クションプランの策定を通じて、具体の方向感を定める

とともに、開発誘導方針における推奨手法としての低炭

素・省エネルギーの推進に係る取組を位置付けている。 

低炭素型まちづくりの
推進の可能性 

周 辺 市 街 地

か ら の ア ク

セ シ ビ リ テ

ィの高さ 

 

〇Livability 分野で「公共交通を利用して都心に行きやすい」

「都心内を移動するための公共交通が充実している」等、

都心内外の移動利便性、アクセス性への評価が 70％前後

を占める。 

〇都心域及び隣接市街地等へと誘導する二次交通網となる

地下鉄網、バス交通網、路面電車が敷設されていることか

ら二次的な公共交通網にも恵まれている。 

〇都心域へのアクセス手段では地下鉄利用、または公共交

通機関の乗り継ぎのみでのアクセスが顕著である。 

〇多様な交通モードの結節する都心部において、その利用

利便性を高めるための取組が充実している。 

〇市内東西南北の市街地と結ぶ主要幹線道路が都心におい

て結節し、自動車交通網の観点においても、要となるエリ

アである。 

〇経年比較では、徒歩または自転車と比較的近距離移動の

手段によるアクセスが季節を問わず顕著に増加してい

る。 

公共交通の利用利便性
の保全・強化の可能性 
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快 適 な 移 動

を 支 え る 重

層 的 な 回 遊

基 盤 に よ る

ウ ォ ー カ ビ

リ テ ィ の 獲

得 

 

〇都心域における回遊は地上地下の歩行が大半を占める。 

〇主要幹線沿いをはじめ、3m 以上の広幅員歩道が確保され

ているため、現状でも回遊を支える環境は整っている。 

〇チカホを背骨とする地下歩行ネットワークが整備されて

いるため、重層的な歩行環境が備わっている。 

〇Livability 分野における「地下の移動環境」に対する評価

が高く 70％強を占める。 

〇域内での移動手段としては徒歩（地上・地下）が顕著で、

次いで地下鉄の利用が目立つ。 

〇Livability 分野では「快適で歩きやすい」ことへの評価が

70％強でウォーカビリティに対する評価は高い。 

人を中心とした歩行環
境の充実・高付加価値
化の可能性 

札 幌 ら し さ

を 体 感 で き

る都市景観 

 

〇都心の美観に対する市民評価並びに今後の期待感は高い 

〇Management 分野に係る評価は「SMILEｓ」の 5 分野の

中では最も高く、中でも基盤分野に関わるところでは「札

幌らしい街並み」が 75％強、「まちが清潔で美しい」が

66％、「冬の街並みが美しい」ことが 63％弱の回答率を

占め、都市景観に係る評価が高い。 

札幌らしい都市景観の
保全・向上の可能性 

み ど り 豊 か

な都心 

 

〇大規模な公園、緑地等の影響から都心の緑被は高い。 

〇大通公園、創成川公園、中島公園といった拠点的都市公園

が存在し、加えて道庁、植物園等の大規模緑地も存在す

る。 

〇都心の Sustainability に係る評価では「みどりが豊か」で

あることへの評価が高く、50％強の回答率を占める。 

〇都心の持続可能性の高い環境づくりのための「みどり」と

いう観点からは、都心のみどりづくり方針の検討を通じ、

都心における官民連携によるみどりづくり、拠点的パブ

リックスペースである大通公園のあり方も検討されてい

る。 

みどりの拠点となる既
存オープンスペースの
強化の可能性 
開発と連動したみどり
づくり 

活 動 の 多 様

性 を 支 え る

機能集積 

〇中心核となる都心部においては、高次都市機能の立地と

いう優位性を活かし、来街者の多様なニーズに応えるポ

テンシャルは高い。 

多様なニーズに応える
機能の複合化の可能性 

強靭化を支

えるエネル

ギーネット

ワーク 

〇都心エネルギープランの策定に伴い、都心の強靭化の方

向性を定めるとともに、民間の動きにおいても北ガスに

よる発電所の整備、開発に伴うオンサイトプラントの増

設等の動きが進展している。 

エネルギーネットワー
クの強化・拡充の可能
性 
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②Weakness 弱み・課題 

 

ポイント 各評価・検証において導かれた視点 指標キーワード 

自動車交通

利用への高

い依存 

△歩車共存、自転車との共存等、多様な交通モードが存在す

る中での人を中心とした都心のあり方については、通過交

通の抑制や、自転車との空間分離等、人の空間を守り、高

める策が必要。 

△一方では自家用車でのアクセスも地下鉄と同程度に高い。 

△結節性が高い故に通過交通を許容せざるを得ないため、飽

和度の高い交差点等が数多く存在する。 

△公共交通の利用は地下鉄を除いてはすべて低調であり、自

家用車による移動の利用比率が高い。 

人を中心に多様な交通
モードの共生する都心
の移動環境への改善の
必要性 

冬でも歩き

やすい環境

へのニーズ

の高さ 

 

△バリアフリー化への評価は低く、その充足へのニーズが高

い。 

△積雪寒冷地におけるウォーカビリティへの評価が低く、そ

の向上へのニーズが高い。 

△同じく Livability 分野では「冬季間の地上部移動利便性」に

ついては評価が低く、25％強となっている。 

四季を通じて移動の快
適性を体感できる歩行
環境の確保・拡充の必
要性 

ヒューマン

スケールな

移動手段の

認知度の低

さ 

△都心域内における新たな公共交通サービス導入による回遊

性と域内の連絡性を高めることが今後の課題となる。 

△ポロクル、ベロタクシー等の移動手段については利用が少

ない。 

官民連携による新たな
域内交通システムの定
着・高付加価値化の必
要性 

地下歩行ネ

ットワーク

拡充の不透

明さ 

△地下歩行ネットワークの拡充に資する基盤整備等の大規模

投資が見込まれず、今後のネットワークの拡充余地が低い。 

地下歩行ネットワーク
を構成するバリエーシ
ョンの多様化の必要性 

都心商業地

の集客力・

魅力の低下 

△大通～すすきの駅の商業地においては、札幌駅周辺のほぼ

半分の割合で消費地として選ばれ、札幌駅周辺開発以降、

大きな変化はない。 

都心商業地のブランド
力の回復の必要性 

居住エリア

におけるみ

どりの不足 

△創成川以東においては、元来の土地利用の影響から公園緑

地が少ない。 

暮らしを支えるみどり
の強化の必要性 

都心観光の

強化に資す

る資源活用 

△より目的性の高い都市観光コンテンツの構築、例えば都心

における MICE 戦略の具体的推進策の具現化等から資源の

再活性化を図ることが必要となる。 

新たな観光戦略の構
築・実践の必要性 

災害に強い

街へのニー

ズの高さ 

△Sustainability 分野では「災害に強い街」「環境にやさしい

まち」への評価が低く、25％弱の回答率となっている。 

△レジリエンシーに対する評価は低く、その強化へのニーズ

が高い。 

△胆振東部震災時においては、ブラックアウトの影響から事

業継続が困難な宿泊施設での滞在が不可能となった観光客

等の来街者が居場所を失う事態が発生した。このような状

況下にあっても都心に於いて来街者の居場所を備えること

はより信頼の高いまちを生み出す上では重要。 

△商業・業務に加え、都市観光の中心地でもある都心部にお

いては、来街者の安全確保、危険回避を果たすことが重要

である。 

市民の安心・信頼を獲
得するレジリエンシー
の実現の必要性 
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③Opportunity 好機 

 

ポイント 各評価・検証において導かれた視点 指標キーワード 

人を中心と

したウォー

カブルなま

ちづくり機

運 

◎開発誘導方針を機に、都心におけるオープンスペースのあ

り方、必要性が見直されつつあり、かつウォーカブルなま

ちづくりの促進やプレイスメイキングアクションの芽生え

等から、今後の都心まちづくりにおける人を中心としたま

ちづくりの進展への期待は高い。 

◎徒歩による回遊が域内移動の主軸であることからウォーカ

ブルな市街地形成がより意義を持ち得る。 

◎今後はポロクルやベロタクシー等のヒューマンスケールで

の移動手段が重要になると想定され、こうした移動手段を

活用した都心ツーリズムは前述のウォーカブルなまちづく

りとの親和性が高い。 

◎これらの交通システムの運用に際しての DX の展開を支え

る技術を積雪地において構築することは、札幌の技術産業、

IT 産業等への追い風となる取組であり、都市間競争におけ

る優位性の発揮にもつながり得る。 

ウォーカブルを軸と
した分野横断的なま
ちづくりの展開の可
能性 

市 街 地 の 更

新 に 伴 う 緑

化 の 促 進 と

高 付 加 価 値

化の可能性 

 

◎民有地における建替え更新に伴って、条例に基づく緑化の

進展が見込まれ、今後も都心における緑被は増進し得る。 

◎大通公園の連続化検討、創成川公園の拡充、北 6 東 2 地区

における街区公園の整備等、都市公園強化の機運がある。 

◎都市緑化推進に向けた機運が高まりつつあることも勘案

し、都心におけるグリーンインフラの構築に向けた取組を

進める好機にある。 

付加価値の高いみど
りの創出の可能性 

広 域 交 通 ネ

ッ ト ワ ー ク

の強化 

◎北海道新幹線札幌開業、都心アクセス道路の整備を機に広

域交通網の強化が図られる。 

高次な広域交通拠点
の波及効果活用の可
能性 

重 層 的 回 遊

基 盤 の 拡 充

ポ テ ン シ ャ

ル 

 

◎地下歩行ネットワークを有することから、重層的な歩行者

の回遊を支える都市基盤が備わっており、これらの拡充・

強化により、域内における回遊・交流の多様化を展開し得

る。 

◎元来、地上の歩行空間については広幅員道路であるため、

回遊の快適性は備わっており、近年のチカホとの接続空間

の増強に伴い、重層的回遊ネットワークが強化されつつあ

る。 

既存地下空間ネット
ワークの重層化促進
による回遊性の向上
の可能性 

都 市 基 盤 整

備、新たなま

ち づ く り 方

針 に よ る 骨

格 構 造 強 化

への期待 

◎大通/はぐくみの軸については、現在検討が進められている

都心のみどりづくり方針、はぐくみの軸強化方針の策定を

機に、今後の沿道地権者による協調型の更新が進むことで

都市軸の強化に資するまちづくりが展開される期待感が高

い。 

◎創成川通/つながりの軸は、都心アクセス道路の整備に伴

い、交通機能の高次化と都市公園の整備による空間強化が、

トアクセス整備に伴う拡充が見込まれる。 

◎札幌駅交流拠点と、大通・創世交流拠点については、それ

ぞれに於いて、前者は北海道新幹線札幌延伸を機に大規模

再開発事業が進められていること、後者については大通側

が概成しつつあることと、前述の都市軸の方向性の検討が

進められていることから、これらのまちづくりの方向性に

呼応し、今後の都市開発機運の高まりに応じて、交流拠点

のまちづくりが促進されることが期待できる。 

骨格軸における都市
基盤整備の推進の可
能性 
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低 炭 素 型 ま

ち づ く り の

促進 

 

◎都心エネルギープランの策定を機に、都心における環境ま

ちづくりの基本的方向性が示されている中、国策との連携

による一層の低炭素型まちづくりの進展が期待される。 

◎また、総合的なエリアの持続可能性の具現化に向け、

LEED 認証の獲得等、都市ブランドとしての環境施策のあ

り方を明示している。 

エネルギープランの
推進の可能性 

 

④Threat 脅威 

 

ポイント 各評価・検証において導かれた視点 指標キーワード 

都 心 へ の 自

動 車 交 通 の

流 入 へ の 危

機感 

▲交通飽和、環境負荷等の観点から、都心への自家用車流入

抑制を検討することが望ましく、その場合、代替手段とな

る利便性の高い交通機能の導入検討が必要となる。 

▲Sustainability 分野のモビリティについても「都心内の交通

量抑制」「自転車通行のしやすさ」へのニーズが 60％前後

を示す。 

自動車交通のコント
ロールによる交通環
境の改善の必要性 

災 害 へ の レ

ジ リ エ ン シ

ー 獲 得 へ の

ニーズ 

▲Sustainability 分野における「災害への強靭性獲得」、「地

球環境への負荷軽減」への必要性が高く 80％強を占める。 

安全・安心な都心と
しての信頼性の獲得
の必要性 

ウ ォ ー カ ブ

ル な 都 心 づ

く り の た め

の 空 間 的 余

地の不足 

 

▲全国的な「ウォーカブルなまちづくり」のトレンドを勘案

した場合は、有効幅員で 3.5m 以上の幅員を確保すること

が難しく、空間的余裕が一部の高幅員道路にしか備わって

いない。 

▲Livability 分野における「屋内外の歩行空間の快適性」「バ

リアフリー」「降雪時の歩きやすさ」「地下ネットワークの

充実」へのニーズは高く、80％強を占める。 

ウォーカブルに対応
したストックの強化
の必要性 

みどりの「充

実」へのニー

ズ 

▲Sustainability 分野では、「みどりの充実」に対するニーズ

も高く、75％弱を占める。 

量的・質的みどりの
増進の必要性 

札 幌 ら し い

景観の維持・

向 上 に 向 け

たニーズ 

▲Management 分野では、現状評価が高い「都市美化」「札

幌らしい街並みの維持」「冬の街並み」へのニーズが高く、

いずれも 70～80％のポイントを示している。 

札幌らしい景観の保
全・強化の必要性 

公 共 交 通 の

利 便 性 向 上

へのニーズ 

▲Livability 分野における「都心内外の公共交通」の利便性向

上に対するニーズは高く、共に 75％強を占める。 

既存公共交通ネット
ワークの維持による
アクセス環境の保全
の必要性 
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２）都市空間 

 

①Strength 強み・ポテンシャル 

 

ポイント 各評価・検証において導かれた視点 指標キーワード 

都心のアミ

ューズメン

ト（娯楽・

楽しみ）を

支える機能

の集積 

〇商業業務・都市観光の中心地としての機能集積の増進が見られ

る。 

〇時間消費、経済的消費活動の場としての都心の消費対象は、観

劇に係るものが最も顕著である。 

〇余暇、通勤通学後に依らず、利用目的の中では物販、飲食、観劇

の利用が目立ち、消費行動については 20～30 歳代が顕著であ

る。 

〇また無目的での回遊の利用層も一定数見られ、特に年齢層によ

る差は見られない。 

〇日用品については都心を消費地とする層はほぼ見られず、その

他、服飾、電化製品、趣味、飲食等に係る消費も都心に優位性は

見られない。 

吸引力の高い機
能・空間の誘導促
進・適正配分の可
能性 

ウォーカビ

リティを支

える沿道機

能の配置 

〇都心の目抜き通りに当たる駅前通は沿道機能が商業・飲食・物

販機能等、歩行者への親和性の高い機能が配置されている。 

〇Es（Energy、Economy）分野において「まち歩きを楽しめる通

り・場所が多い」「魅力的な場所・店舗の集積」への評価が高

い。 

通りと沿道建物の
空間的・機能的連
携促進の可能性 

建替え更新

等、リニュ

ーアル動向

の活性化 

〇都心の機能更新が促進されている現状に対する評価が高い。（一

方では今後の期待感・必要性は低い） 

〇Management に係る評価は「SMILEｓ」の 5 分野の中では最も

高く、中でも空間分野に関わるところでは「建替え更新が進ん

でいる」が 75％強の回答率を占める。 

建替え動向の高ま
りによる機能更新
の推進・市民ニー
ズの高まり 

適 切 な 機

能・空間誘

導に資する

ルールの存

在 

〇都心のビジネス基盤（高機能オフィスやハイグレードホテル等）

創出のための民間施設整備については、開発誘導方針において

誘導機能を明確化している。 

経済活力を支える
ビジネス環境強化
の促進の可能性 

都心の経済

成長を支え

る機能の強

化 

〇ビジネス・都市観光機能の強化に資する拠点形成として北 5 西

1.2 街区開発が北海道新幹線や都心アクセス道路の整備と連動

して進展している。 

〇MICE については、中島公園周辺における開発計画と連動した

MICE エリアの形成が構想として明確化している。 

〇都心におけるイノベーション誘発のポテンシャルが高い交流の

場であるコワーキングオフィス、シェアオフィスの賦存量は確

認できる。 

都心固有のポテン
シャルを活かした
活力創の可能性 

ホスピタリ

ティを支え

る機能・空

間 

〇Management 分野では「まちの案内表示が分かりやすい」こと

への評価が 50％強を占める。 

〇Innovation に係る分野では「公園、広場など快適に過ごせる場

所が多い」ことが 65％、「気軽に休める場所（ベンチ等）が多

い」ことが 50％を占め、パブリックスペース等滞留交流機能へ

の評価が高い。 

〇公開空地等の民有オープンスペースは都心における地区計画策

定や開発の動向とともに増進している。 

居心地の良い居場
所、安心して時間
消費できる場づく
りの増進の可能性 

都心居住の

進展を支え

る場の増加 

〇創成東地区を核に、都心居住は増加基調にある。 都心居住の進展の
可能性 
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②Weakness 弱み・課題 

 

ポイント 各評価・検証において導かれた視点 指標キーワード 

都心東西市

街地の結び

つきを生み

出すゲート

機能・空間

の具現化 

△交流拠点については、特に大通・創世交流拠点に於いて、旧創

世交流拠点のエリアにおける開発促進が停滞しており、都心東

西市街地の連携促進、回遊の創出等の観点からも、ゲートとな

る当該エリアにおける開発機運の再活性化が急務となる。 

△大通・創世交流拠点における、今後の創成東地区との連携・回

遊の波及等を促す上での創成川と大通の結節点における機能・

空間像の具体化が必要となる。 

都心東西のゲート
空間の具現化によ
る回遊・交流の強
化の必要性 

主要動線に

おける歩行

者との親和

性の低さ 

△駅前通を除く 4 軸については、沿道機能が業務系、居住系、駐

車場等が配されている傾向が強く、歩行者との親和性が低いこ

とから、まち歩きの楽しさを提供しえてない。 

△特に大通沿道については接道部分の駐車場出入口が数多く見

られ、歩行空間の安全・快適性、分断を生み出しうる。 

通りに開かれた沿
道機能の誘導によ
るウォーカブルな
空間づくりの必要
性 

重層的ネッ

トワークの

拡充余地の

低さ 

△重層的ネットワークの形成については、接続可能な地下空間が

限定的であるため、促進しづらい状況にある。 

重層的ネットワー
クの拡充の必要性 

目的性の欠

如（エリア

個性の弱体

化） 

△市民の行動範囲が札幌駅周辺並びに札幌駅~大通公園に集中

し、南下するほど利用率が減少していることから消費活動と回

遊行動が限定的である（他エリアの目的性が低い）。 

△学び、健康、芸術鑑賞等の利用は低い。 

新たな魅力の創造
と適正な分担によ
るエリアの共存の
必要性 

高度利用に

伴う業務機

能のオーバ

ーフローへ

の対応 

△将来的なオフィス床に特化した高度利用を適正規模にコント

ロールするための開発インセンティブの検討が必要となる。 

複合用途誘導の奨
励による適切な用
途バランス確保の
必要性 

高度利用一

辺倒ではな

い、エリア

資源を活か

したまちづ

くりへの支

援 

△高度利用の促進に伴う都市景観の変化。 

△エリアに応じて、高度利用が適さないエリアについては、リノ

ベーションの促進に資する支援策、啓もう活動等を展開する必

要がある。 

△建替え更新、高度利用が進む中、既存ストックの再有効利用に

向けた取組は顕在化していない。 

既存ストックの有
効利用による選択
肢の多様化と都市
景観のメリハリ付
けの必要性 

官民連携に

よるみどり

づくりのた

めの価値共

感の必要性 

△みどりづくり方針等のマスタープランは定まりつつあるもの

の、その具現化のための施策、官民連携による緑化促進の仕組

みづくりが必要となる。単に緑化に対するインセンティブとし

ての容積ボーナスを提示するのみではなく、その効用、企業に

とっての導入メリットを明示することが必要となる。 

都心のみどりの価
値づけと共感の獲
得の必要性 

タ ー ゲ ッ

ト・エリア

におけるス

テークホル

ダー間の共

通意志・場

の不在 

△すすきのエリアや大通公園西周辺エリアは、個別の開発機運の

高まりがみられるものの、それに追従する動向が見られない、

ステークホルダーの一体性が生み出せていないエリアについ

ては、まちづくりに対する意識醸成を継続的に進めることが求

められる。 

エリアごとのプラ
ットフォーム・ラ
ウンドテーブル形
成の促進の必要性 

公共投資の

効果促進の

ための沿道

のまちづく

り機運醸成 

△都心まちづくりに資する官民連携の取組は公共投資とそれに

追従する民間開発群、そしてコーディネーターとなるまちづく

り会社の活動が好循環を生み出すという形で推進してきてい

る傾向が強い。 

骨格軸沿道の民間
開発の喚起の必要
性 
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△つながりの軸は、公共投資に追従する民間開発が不透明である

こと、加えて民間開発を誘発・誘導する指針がないことから、

この策定の検討が必要。 

△うけつぎの軸は、都市計画広場の整備や創成川以東の区間にお

ける電柱地中化整備等の整備効果が軸全体に波及せず、沿道の

更新が活性化しないことが大きな課題となる。 

都心居住の

高齢化への

対応の必要

性 

△人口構造においては年少及び生産年齢人口前半の流入が停滞

し、一方で生産年齢人口後半並びに老年人口の増加傾向が続い

ており、高齢化の増進基調となっている。 

アフォーダブルな
住環境の実現によ
る多様な世代の居
住支援の必要性 

都心におけ

る環境負荷

低減の推進 

△経済・市民活動の中心地である都心部は、民生業務部門のエネ

ルギー消費量、CO2 排出量が突出して大きいエリアである。 

アクションプラン
の展開・促進の必
要性 

 

③Opportunity 好機 

 

ポイント 各評価・検証において導かれた視点 指標キーワード 

都心リニュ

ーアル増進

のポテンシ

ャルの高さ 

◎都心居住に対する市民ニーズも増加基調にあり、今後の住

宅立地の進展に伴い、更なる流入の可能性がある。 

◎大通公園西周辺エリアについては、現在検討中のさっぽろ

芸文館跡地の土地利用の方向性が定まれば、それを起点に

周辺の土地利用更新、機能再編が進む可能性がある。 

都心リニューアルの
促進の可能性 

骨格構造の

肉付けを支

える空間の

増進 

◎都心における公共空間の活用を支えるステージとなる都市

公園並びに公開空地等の民有施設は今後の開発等を通じて

増加し得る。 

◎交流空間の形成については、駅前通における一部の開発を

通じて具現化しつつある。 

◎都心のオモテとウラの二面性創出に資する「界わい空間」

の創出については、大規模開発等に依存しない形での推進

が望ましいが現状ではその機運はない。沿道地権者の機運

の高まりやウォーカブルなまちづくりを追い風とした公的

支援等を通じて推進することが求められる。 

◎駅前通北街区並びに大通 T ゾーンにおける官民が共有する

ルールの明確化されたことから、これらのモデル的開発に

追従する形でまちづくり計画に定める空間形成と空間活用

の促進が見込まれる。 

骨格構造への肉付
け、裏表のメリハリ
付けによる回遊の楽
しさの演出の可能性 

建 替 え 更 新

を 契 機 と す

る 重 層 的 ネ

ッ ト ワ ー ク

の 拡 充 可 能

性 

◎重層的ネットワークの形成は、骨格的交流空間の形成と併

せて具現化しつつあり、今後の開発誘導を通じたチカホへ

の結節点の増進も見込まれる。 

◎今後の建替え更新を背景に、更なる機能強化・高次化が見

込まれる。 

◎開発誘導方針と現状の沿道建物の老朽度、今後の更新ポテ

ンシャルを踏まえると、地下空間の接続、拡充による重層

的歩行環境の強化が見込まれる。 

重層的ネットワーク
の拡充促進の可能性 
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リニューア

ルを通じた

ウォーカブ

ルなまちづ

くりの進展

ポテンシャ

ル 

◎今後の建替え更新や都市計画的誘導に伴い、低層部の透明

化、沿道の回遊との親和性が促進されうる。 

◎骨格的交流空間の形成は軸の交点に隣接する開発に依存す

る部分が大きいが、昨今のウォーカブル推進の動きを捉

え、地上部における公共財産の活用による実現可能性も視

野に入れる必要がある。 

◎既存ストックの建替えと開発誘導方針とのマッチングか

ら、低層部の透明化・通りとの親和性の向上が見込まれ

る。 

◎開発誘導方針をはじめとする諸制度や地区におけるまちづ

くり動向において、グランドレベルの再編集とパブリック

スペースや道路空間の活用によるウォーカブルな空間づく

りに向けた意識と具体のアクションが芽生えつつある。 

◎ウォーカブル推進都市にエントリーしている札幌市におい

て、街なかでの滞留・交流を促進する「居心地が良く歩き

たくなるまちづくり」への関心が高まりつつある。 

◎ウォーカブルなまちづくりに向けた取組が進む中、積雪寒

冷地における取組の事例はなく、札幌都心における現在の

機運を活かしながら、今後の積雪寒冷地におけるウォーカ

ブルシティのプロトタイプとなる先行的な取組の推進が期

待できる。 

ウォーカブルな都心
まちづくりの展開の
可能性 

ワーク・ライ

フ ス タ イ ル

の 多 様 性 を

支 え る 空 間

の強化機運 

◎国交省が支援するテレワーク拠点整備の動向等も勘案し、

札幌都心の機能集積による利便性等を活かしたテレワーク

の場としての都心の新たな側面を生み出すことも想定され

る。 

◎コロナ禍を背景とした屋外空間におけるパブリックライフ

への関心の高まり、街なかの居場所へのニーズの高まりが

見えつつあり公共空間の活用機運が高まりつつある。 

ワーク・ライフスタ
イルの多様化を支え
る場づくりの可能性 

 

④Threat 脅威 

 

ポイント 各評価・検証において導かれた視点 指標キーワード 

過 度 な 機 能

集 積 へ の 懸

念 

▲北 5 西 1．2 地区における開発に触発される都心のオフィス床

供給競争による供給過多の発生への懸念がある。 

▲既存ストックの建替え更新が見込まれる中、オフィス床の供給

過多、空室率の増進が想定される。 

▲札幌駅交流拠点の高次化が促進される中で他のエリアとの差

別化、競争力の乖離が広がり、消費活動や回遊行動の偏重化が

促進される可能性が高い。 

機能偏重の抑制の
必要性 

周 辺 エ リ ア

と の 機 能 分

担 に よ る コ

ン パ ク ト ＋

ネ ッ ト ワ ー

クの具現化 

▲都心への一極集中の度合いが高まり、他の拠点との機能配分・

役割分担がコンパクト＋ネットワークの実現の上では必須と

なる。 

▲都心に求められる機能、役割を再定義する中でそれらを支える

技術・サービスのあり方と具現化を官民のスキル・ノウハウを

共有し、展開していくことが求められる。 

コンパクト＋ネッ
トワークの具体化
に資する地域交流
拠点との機能分担
の必要性 

都 心 居 住 の

ハ イ ブ ラ ン

ド 化 へ の 懸

念 

▲地価上昇基調の継続に伴う賃料水準の向上、床価格の高騰等に

より、都心への入居層が限定的になり得る。 

▲地価高騰、建築費の高騰に伴い、販売価格、賃料の増加がみら

れる中で、都心における居住層が高所得者、あるいは登記目的

の所有形態の増加が見込まれ、アフォーダブルではないハイブ

ランドな居住環境となり得る。 

ライフ・ワークス
テージ/スタイル
の多様性の獲得に
よる多様な世代・
ライフスタイルを
支える住環境の実
現の必要性 


